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国
道
２
４
５
号
で
は
久
慈
大

橋
の
４
車
線
拡
幅
が
進
む
。
同

路
線
は
水
戸
市
か
ら
日
立
市
の

沿
岸
部
に
至
る
広
域
幹
線
道

路
。

　
国
道
６
号
を
補
完
す
る
機
能

の
ほ
か
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送

道
路
な
ど
と
し
て
も
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

　
国
道
６
号
の
慢
性
的
な
渋
滞

を
避
け
る
車
両
に
よ
る
交
通
量

が
多
く
、
日
立
市
内
は
一
部
区

間
を
除
き
２
車
線
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
朝
夕
の
通
勤

時
間
帯
を
中
心
に
交
通
渋
滞
が

発
生
し
て
い
る
。

　
一
方
で
区
間
に
は
完
成
自
動

車
の
輸
出
入
が
行
わ
れ
る
茨
城

港
日
立
港
区
や
常
陸
那
珂
港
区

が
あ
り
、
今
後
も
多
く
の
物
流

需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、

沿
線
自
治
体
で
構
成
す
る
日
立

都
市
圏
幹
線
道
路
整
備
促
進
規

制
会
も
早
期
完
成
へ
要
望
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
渋
滞
解
消
や
ア
ク

セ
ス
向
上
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
な
ど
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
東
海
村
豊
岡
～

日
立
市
留
町
の
１
㎞
区
間
に
つ

い
て
、
久
慈
大
橋
の
架
替
え
を

含
め
た
４
車
線
化
を
実
施
す

る
。
橋
梁
の
北
側
と
南
側
の
区

間
は
全
線
４
車
線
化
が
完
了
し

て
い
る
。

　
都
市
計
画
決
定
は
２
０
０
４

年
度
。
19
年
度
に
事
業
化
さ

れ
、
用
地
取
得
や
工
事
が
進

む
。
幅
員
は
一
般
部
が
22
ｍ
、

橋
梁
部
が
23
・
３
ｍ
。
詳
細
設

計
は
㈱
長
大
が
担
当
。

　
23
年
度
開
催
の
県
土
木
部
公

共
事
業
等
評
価
委
員
会
で
は
、

事
業
費
１
０
０
億
円
（
工
事
96

６
・
５
ｍ
）
で
計
画
。
歩
道
は

下
流
側
に
設
置
す
る
（
Ｗ
２
・

５
ｍ
）。
橋
梁
形
式
は
本
体
工

事
費
や
仮
設
費
、
維
持
管
理
コ

ス
ト
、
構
造
性
、
施
工
性
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
、
３
径
間

連
続
Ｐ
Ｃ
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ

ド
橋
が
選
定
さ
れ
た
。

　
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
は

見
栄
え
が
良
い
だ
け
で
な
く
、

斜
張
橋
と
比
べ
低
い
主
塔
と
斜

材
で
形
成
さ
れ
、
活
荷
重
に
対

し
て
主
桁
が
抵
抗
す
る
割
合
が

高
く
、
斜
材
の
応
力
変
動
が
小

さ
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
。
美

し
い
道
路
景
観
が
誕
生
す
れ

ば
、
地
元
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

堤
防
部
＝
Ｌ
２
４
１
ｍ
、
Ｗ

11
・
９
～
21
・
２
／
６
・
５
～

14
・
８
ｍ
、
ラ
ン
プ
部
Ｌ
１
０

９
・
５
ｍ
、
Ｗ
14
・
４
～
22
・

８
／
８
・
９
～
16
・
４
ｍ
）
の

詳
細
設
計
業
務
委
託
を
公
告
中

で
、
８
月
５
日
に
開
札
す
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

予
定
価
格
は
１
億
７
７
７
３
万

円
（
税
抜
き
）。
概
要
は
上
部

工
（
鋼
３
径
間
連
続
鋼
床
版
箱

桁
橋
Ｌ
２
４
１
ｍ
、
鋼
２
径
間

連
続
少
数
鈑
桁
橋
Ｌ
１
０
９
・

５
ｍ
）、
下
部
工
（
逆
Ｔ
式
橋

台
Ｎ
１
基
、
張
出
式
橋
脚
Ｎ
６

基
）。
履
行
期
間
は
３
３
０
日

間
。
本
年
度
は
も
う
１
件
、
詳

細
設
計
の
発
注
を
見
込
ん
で
お

り
、
第
２
四
半
期
中
に
一
般
競

争
入
札
を
公
告
す
る
見
通
し
。

　
当
初
予
算
で
は
債
務
負
担
行

為
で
委
託
契
約
に
係
る
限
度
額

（
27
年
度
）
２
億
９
０
０
０
万

円
、
千
葉
県
知
事
と
協
定
締
結

然
が
美
し
く
、
道
の
駅
か
つ
ら

（
９
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
予
定
）
も
近
接
し
、
人
気
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
に
ぎ
わ

う
。
80
年
近
く
の
時
を
経
て
な

お
、
地
域
の
生
活
を
支
え
て
い

る
が
、
経
年
に
よ
る
老
朽
化
は

著
し
く
、
幅
員
が
狭
い
た
め
大

　
都
市
軸
道
路
利
根
川
橋
梁

（
仮
称
）
は
昨
年
度
、
国
の
補

助
事
業
と
し
て
新
規
事
業
化
さ

れ
た
。
事
業
主
体
は
本
県
お
よ

び
千
葉
県
。
事
業
区
間
は
守
谷

市
大
柏
～
千
葉
県
柏
市
小
青

田
。
事
業
延
長
３
・
５
㎞
、
全

体
事
業
費
４
９
８
億
円
。
事
業

基
（
Ｐ
５
橋
脚
）
の
施
工
を
鹿

島
・
株
木
・
オ
カ
ベ
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
で
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
。

　
工
期
は
28
年
６
月
30
日
ま

で
。
今
後
は
残
り
の
橋
脚
４
基

や
橋
台
２
基
な
ど
も
着
手
し
て

い
く
。

　
国
道
１
２
３
号
の
那
珂
川
を

渡
河
す
る
那
珂
川
大
橋
（
常

陸
大
宮
市
野
口
～
城
里
町
御
前

山
）
は
、
１
９
４
９
年
に
完

成
。
同
路
線
は
栃
木
県
宇
都
宮

市
と
水
戸
市
を
結
ぶ
主
要
幹
線

道
路
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
避

難
や
救
助
、
物
資
供
給
な
ど
の

応
急
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め

の
第
１
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
那
珂
川
大
橋
は
橋
長
約
２
８

３
ｍ
（
Ｗ
５
・
５
ｍ
）、
支
長

間
70
ｍ
（
４
径
間
）。
上
部
工

形
式
は
下
路
式
ラ
ン
ガ
ー
ト
ラ

ス
橋
、
床
板
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス
ラ
ブ
。
下
部
工
形
式

は
重
力
式
橋
台
、
小
判
型
橋
脚

で
、
基
礎
工
は
井
筒
式
。

　
印
象
的
な
赤
い
ト
ラ
ス
橋
で

地
元
か
ら
親
し
ま
れ
て
お
り
、

周
辺
は
「
関
東
の
嵐
山
」
と
称

さ
れ
る
ほ
ど
清
流
や
豊
か
な
自

億
５
６
０
０
万
円
、
用
地
買
収

補
償
３
億
４
４
０
０
万
円
）、

31
年
度
完
成
が

示
さ
れ
て
い

る
。

　
当
初
は
26
年

度
完
了
を
予
定

し
て
い
た
が
、

河
川
管
理
者
の

国
土
交
通
省
常

陸
河
川
国
道
事

務
所
か
ら
川
の

流
れ
を
阻
害
し

な
い
よ
う
求
め

ら
れ
る
な
ど
、

施
工
計
画
協
議

に
期
間
を
要
し

た
た
め
事
業
期

間
を
５
年
延
長

す
る
。

　
現
在
は
橋
梁

下
部
工
橋
脚
１

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
詳
細
設
計
は
㈱
建
設
技
術
研

究
所
が
担
当
。
工
事
関
係
は
、

す
で
に
常
陸
大
宮
市
側
の
Ｐ
１

橋
脚
１
基
が
発
注
済
み
で
、
オ

リ
エ
ン
タ
ル
白
石
・
株
木
・
桐

原
特
定
Ｊ
Ｖ
が
施
工
を
担
当
。

工
事
が
完
了
す
る
ま
で
３
渇
水

期
か
か
る
見
通
し
。
今
後
は
城

里
町
側
の
橋
脚
１
基
や
、
橋
台

２
基
の
発
注
も
見
込
ま
れ
る
。

　
一
級
河
川
の
那
珂
川
が
現
場

で
あ
り
、
出
水
期
の
６
～
10
月

は
工
事
は
で
き
な
い
。
開
通
時

期
は
現
時
点
で
は
未
定
。
地
元

の
期
待
が
大
き
い
だ
け
に
、
県

と
し
て
も
で
き
る
だ
け
早
期
の

完
成
を
目
指
し
た
い
考
え
の
よ

う
だ
が
、
ま
ず
は
現
場
で
働
く

人
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

第
一
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
橋
梁
区
間
の
北
側
で

は
、
那
須
烏
山
御
前
山
線
ま
で

の
区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
延
長
は
約
９
０
０
ｍ
。

さ
ら
に
そ
の
先
の
区
間
は
す
で

に
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

に
係
る
限
度
額
１
億
２
０
０
０

万
円
（
27
年
度
）
を
設
定
。
本

年
度
の
箇
所
表
で
は
調
査
・
設

計
に
執
行
額
３
億
２
０
０
０
万

円
を
配
分
。

　
整
備
に
よ
り
両
県
が
一
体
と

な
る
経
済
圏
が
確
立
さ
れ
、
人

口
増
加
や
企
業
立
地
が
進
む
都

市
軸
道
路
沿
道
地
域
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
て
寄
与
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
輸

送
時
間
の
短
縮
や
定
時
性
向
上

に
よ
る
物
流
の
効
率
化
な
ど
も

図
ら
れ
る
。

　
近
隣
で
は
常
磐
自
動
車
道
守

谷
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、
ヤ
ク

ル
ト
２
軍
施
設
、
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
が
進

む
。
周
辺
に
は
芽
吹
大
橋
と
新

大
利
根
橋
が
架
設
さ
れ
て
い
る

が
約
13
㎞
離
れ
て
お
り
、
間
に

利
根
川
橋
梁
が
で
き
る
こ
と
で

両
橋
に
集
中
す
る
交
通
が
分
散

す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
長

大
橋
ゆ
え
に
相
当
の
年
月
と
予

算
が
必
要
と
な
る
が
、
橋
梁
整

備
が
も
た
ら
す
地
元
へ
の
効
果

は
計
り
知
れ
な
い
。
地
域
の
未

来
の
た
め
に
も
速
や
か
な
事
業

完
了
が
期
待
さ
れ
る
。

型
車
の
す
れ
違
い
に
危
険
が
伴

う
状
況
に
あ
る
。
定
期
点
検
で

は
「
構
造
物
の
機
能
に
支
障
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
期

に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
」
と

判
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
地
元
の
常
陸
大

宮
市
や
城
里
町
は
、
事
業
を
担

当
す
る
県
に
対
し
、
安
全
の
確

保
に
向
け
て
早
期
の
架
替
え
を

県
へ
要
望
し
て
き
た
。
こ
れ
を

受
け
て
県
は
、
現
橋
の
下
流
側

に
新
た
な
橋
梁
を
架
設
す
る
こ

と
と
し
、
２
０
２
０
年
度
に
事

業
に
着
手
し
た
。

　
新
し
い
橋
梁
は
橋
長
約
３
２

０
ｍ
、
幅
員
12
ｍ
（
車
道
幅
員

期
間
は
２
０
２
５
～
42
年
度
。

　
都
市
軸
道
路
は
埼
玉
県
三
郷

市
か
ら
千
葉
県
を
経
由
し
、
つ

く
ば
市
を
結
ぶ
広
域
的
な
幹
線

道
路
。
つ
く
ば
み
ら
い
市
～
つ

く
ば
市
区
間
が
24
年
７
月
に
開

通
し
、
残
る
未
着
手
区
間
は
利

根
川
渡
河
部
の
み
。
事
業
延
長

３
・
５
㎞
の
う
ち
、
本
県
取
付

部
の
延
長
は
約
１
㎞
。
千
葉
県

取
付
部
の
延
長
約
１
・
６
㎞
は

同
県
が
整
備
を
担
当
す
る
。

　
本
県
取
付
部
区
間
は
全
域
が

河
川
区
域
と
な
っ
て
お
り
橋
梁

が
必
要
と
な
る
。
本
年
度
は
詳

細
設
計
や
環
境
調
査
な
ど
を
実

施
す
る
。
予
備
設
計
は
八
千
代

エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
㈱
。
渡
河

部
は
、
並
行
す
る
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
と
一
体
で

下
部
工
が
整
備
済
み
。

　
下
り
線
の
片
側
２
車
線
（
Ｗ

12
／
６
・
５
ｍ
、
片
側
歩
道
）

の
整
備
を
先
行
し
、
暫
定
供
用

さ
せ
て
か
ら
残
り
２
車
線
の
整

備
を
進
め
、
将
来
的
に
は
４
車

線
で
両
側
に
歩
道
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
も
よ
う
。
現

在
、
公
表
さ
れ
て
い
る
全
体
事

業
費
や
事
業
期
間
は
２
車
線
分

の
も
の
。

　
本
県
が
担
当
す
る
橋
梁
の
延

長
は
約
０
・
９
㎞
。
現
在
は

稲
戸
井
調
節
池
堤
防
部
～
都
市

計
画
道
路
供
平
板
戸
井
線
へ
の

接
続
部
に
あ
た
る
延
長
３
５

０
・
５
ｍ
（
稲
戸
井
調
節
池

　
私
た
ち
が
快
適
に
移
動
で
き
る
の
は
、
徒
歩
で
あ
れ
車
両
で
あ
れ
、
そ
こ
に
道
路
が
あ
る

か
ら
だ
。
中
で
も
川
や
谷
、
海
や
鉄
道
な
ど
を
越
え
て
人
を
行
き
来
さ
せ
て
く
れ
る
橋
梁
の

恩
恵
は
、
移
動
性
や
経
済
性
な
ど
広
い
分
野
に
及
ぶ
。
県
は
現
在
、
都
市
軸
道
路
の
利
根
川

橋
梁
や
国
道
１
２
３
号
の
那
珂
川
大
橋
（
架
替
え
）、
国
道
２
４
５
号
の
久
慈
大
橋
（
４
車

線
拡
幅
）
な
ど
の
架
設
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
完
成
す
れ
ば
地
域
の
交
通
事
情

は
激
変
す
る
だ
ろ
う
。
大
規
模
構
造
物
で
あ
り
、
予
算
な
ど
の
面
か
ら
現
時
点
で
正
式
な
開

通
時
期
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
元
は
早
期
の
完
成
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

一般国道123号御前山バイパス
L1500m、W12.0/6.5ｍ
（橋梁区間L320ｍ含む）

一般国道123号御前山バイパス
L1500m、W12.0/6.5ｍ
（橋梁区間L320ｍ含む）

那珂川大橋架替
L320m

那珂川大橋架替
L320m

位置図

▲那珂川大橋の架替えに着手する

那
珂
川
大
橋
を
架
替
え 経

済
交
流
や
時
間
短
縮
に
貢
献

地
域
と
地
域
を
結
ぶ
橋
梁

架
け
替
え
で
機
能
強
化
図
る

都
市
軸
道
路

利
根
川
橋
梁 
事
業
費
498
億
、２
車
線
先
行

久
慈
大
橋
は
４
車
線
に

本
年
度
か
ら
詳
細
設
計

柏北部中央地区一体型
特定土地区画整理事業
柏北部中央地区一体型
特定土地区画整理事業

茨城県守谷市大柏茨城県守谷市大柏

利根川利根川

柏IC柏IC

利
根
川
橋

利
根
川
橋

茨
城
県
取
付
部

延
長
約
１
㎞

茨
城
県
取
付
部

延
長
約
１
㎞

渡
河
部

延
長
約
0.9
㎞

渡
河
部

延
長
約
0.9
㎞

主
要
地
方
道
野
田
牛
久
線

都
市
軸
道
路
利
根
川
橋
梁
（
仮
称
）

延
長
3.5
㎞

主
要
地
方
道
野
田
牛
久
線

都
市
軸
道
路
利
根
川
橋
梁
（
仮
称
）

延
長
3.5
㎞

千
葉
県
取
付
部

延
長
約
1.6
㎞

千
葉
県
取
付
部

延
長
約
1.6
㎞

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

守谷市

柏市

茨城県

千葉県

29
4

千葉県柏市小青田千葉県柏市小青田

（仮称）守谷SA
スマートIC

（仮称）守谷SA
スマートIC

常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

16

日 立 市

東 海 村

国道245号久慈大橋
L1000ｍ

東海村豊岡東海村豊岡
東海村役場 国

道

245
号

国

道

245
号

日立市留町日立市留町

茨城港
日立港区
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一般社団法人

茨城県解体工事業協会

外　協会員一同

〒310‒0845　茨城県水戸市吉沢町 569-81
TEL 029（240）1917　FAX 029（240）1918

髙　野　竜　也
古　矢　　　満
足　立　誠　一

会　長
副会長
副会長

〒310‒0004　茨城県水戸市青柳町 4175
TEL 029－305－3383　FAX 029－305－3384

　　　　　外　組合員一同

斉　藤　正　弘
駒木根　利　典
永　嶋　浩太郎
西　崎　　　武

理 事 長
副理事長
専務理事
専務理事

茨城県型枠事業協同組合

info@i-tekko.jphttps://i-tekko.jp

事務局 〒310-0004　茨城県水戸市青柳町 4175
TEL (029)305-2202 ㈹ FAX (029)243-2444

外 会員30社一同

会　長　橋　本　義　隆
副会長　吉　川　善　啓
副会長　根　間　　　隆
副会長　戸　塚　康　則

〒306－0234　茨城県古河市上辺見 1－2664 ㈲神原防水工業 内
TEL 0280－31－3333　FAX 0280－31－3335

茨城県防水工事業連合会
会　長　神 原 陽 一

副会長　植田佳男　益子公一郎　山﨑晋一郎

菊 池  宏 行理 事 長

㈲ 川 西 砕 石
笠 間 砕 石 ㈱
新 宿 産 業 ㈱
塚 田 陶 管 ㈱

関 東 商 工 ㈱
岡 本 興 業 ㈱
大 泉 砕 石 ㈱

日鉱第一砕石㈱
㈱ オ ー リ ス
五月女鉱業㈱

丸 山 物 産 ㈱
総武石材鉱業㈱
東京石灰工業㈱

理 事 長　小又　　純
副理事長　上沢　昌幸
副理事長　吉田　賢司

会　長 　和田本　　　聡
副会長 　柏　井　広　一
副会長 　大　島　　　浩
副会長 　五十嵐　則　夫

〒310-0852　水戸市笠原町 1 7 5 4 - 4
TEL.029(305)7301　FAX.029(243)1523

外会員一同

チェーンソー・刈払機・伐木造材機械の資格取得はお済ですか

林業・木材製造業労働災害防止協会茨城県支部
支　部　長　　野　上　満　正

副 支 部 長　　川　野　和　彦
（茨城県木材協同組合連合会会長）

〒319－2205　茨城県常陸大宮市宮の郷 2153－38
TEL 0294－33－5121　FAX 0294－33－5191
HP アドレス https://www.wood-ibaraki.jp/rinsaikyo/

（茨城県森林組合連合会代表理事会長）

〒310－0022
水戸市梅香1丁目5番5号　JA会館分館　電話029(225)3143

理 事 長
副理事長
副理事長
専務理事

外組合員一同

石　津　健　光
樫　村　　　守
白　田　唯　雄
神　長　輝　夫

理 事 長　石　井　邦　一
副理事長　川　野　和　彦
副理事長　野　上　満　正

副理事長　豊　田　　　稔

茨城県森林・林業協会公　　益
社団法人

みどりの新時代をリードします

〒310-0022
水戸市梅香1-5-5　JA会館分館
〇森林・林業部
（林業労働力確保支援、市町村森林管理サポート）
TEL：029-225-5949　FAX：029-225-6847

〇緑化部（緑の募金、森林づくりサポート）
TEL：029-303-2828　FAX：029-225-6847
〇治山林道部
（森林土木事業の調査、測量、設計、コンサル）
TEL：029-225-7280　FAX：029-225-6847

副理事長　浅　野　和　郎
専務理事　笠　倉　　　勉
常務理事　細　谷　文　雄

副理事長　秋　山　啓　市
常務理事　園　部　昌　人
常務理事　福　村　義　和

理　事　長　　石 川　重 信

外　組合員一同

理　事
　〃
　〃
監　事
　〃

部会長
副部会長
理　事
　〃
　〃
　〃

石　津　弘　敏
栁　橋　一　明
大　貫　茂　男
伊　東　久　夫
大　橋　一　博

外会員一同

秋　山　光　伯
関　　　和　郎
鈴　木　一　良
酒　井　幸　一
高　野　　　裕
仁田原　一　義

茨城県建設業協会 舗装部会一　　般
社団法人

会　長　鈴 木　一 良
副会長　皆 川　容 徳
副会長　平 本　貞 二

暑中お見舞い
　　申し上げます

2026年 盛夏
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会長　古川　正美　　役員・会員一同

https://ibaraki-gyosei.or.jp

会　長
副会長
副会長

又　来　秀　典
奈　幡　富　洋
苫米地　直　樹

一般社団法人 守谷市建設業協会

事務所　〒302－0116　茨城県守谷市大柏797－1
　　　　電話：0297－48－6678　FAX：0297－38－6113

今 井 建 設
㈲オオヤマ建設工業
オ オ シ ン ㈱
酒 石 建 設 工 業 ㈱
㈱ 坂 巻 兄 弟 建 設
㈱ 商 元

㈲ 寺 田 工 業
㈲ 中 村 建 設
常 陸 建 設 工 業 ㈱
㈱ 日 田 建 設 工 業
令 和 建 設 ㈱
㈲ 小 林 造 園

㈲ 三 美 園 小 林
㈲ 染 谷 ガ ー デ ン
㈱ 北 総 園
㈲ 松 丸 造 園 工 事
㈲ 守 谷 造 園
㈱ 山 富 造 園

飯塚　博之
＜〒310‒0852＞水戸市笠原町978番25 TEL（029）301‒7000 FAX（029）301‒7010
https://www.dc-ibaraki.or.jp/ TEL（029）301‒7003（会議室予約）　

理 事 長　大　森　　　満
専務理事　植　田　朋　弘
常務理事　長　山　公　信

土木構造物・建築物・上下水道の設計、積算、施工管理

理 事 長　鶴田　哲男
副理事長　浅川　久志
副理事長　高橋　一正
理　　事　飯塚　順一
理　　事　田中　正平

理　　事　小林　　悟
理　　事　髙野　弘康
監　　事　渡邊　弘行
監　　事　山本　　敦

〒311－0105　茨城県那珂市菅谷 696－１
TEL 029－295－3318　FAX 029－295－3254

青 山 土 木 工 業 ㈲
㈱ 浅 川 建 設
飯 塚 組 ㈲
㈱ 石 田 組
岩 佐 建 設 工 業 ㈱
㈲ 大 畠 土 木
片 岡 建 設 ㈱
㈱ キ ウ チ 建 設
㈲ 小 林 土 建
㈱ 千 本 杉
大 和 建 設 工 業 ㈲
㈱ 髙 野 工 務 店

高 橋 建 設 ㈱
㈲ 高 正 建 設
㈱ 田 中 工 務 店
㈱ 鶴 田 組
㈱ テ ッ ク
㈱ 中 庭 造 園 土 木
㈱ 滑 川 土 建
㈲ 萩 野 谷 産 業
㈱ 平 野 産 業
㈱ 松 井 建 設
山 金 建 設 ㈱
㈲ 渡 辺 工 務 店

那珂市建設業協同組合
㈱杉原建設
㈱関東住総

杉原　栄司
久保谷　敦

副会長
会　計

㈲ノグチ工業
㈱ マ キ ナ

野口　　篤
大江　信吾

副会長
会計監査

松浦建設㈱ 松浦　一久会　長

松 浦 建 設 ㈱
㈱ 杉 原 建 設
㈲ 三 生 工 業
㈲ ノ グ チ 工 業
㈱ 我 見 工 業
㈱ 大 山 電 機 工 業
㈱ 関 東 住 総
今 井 設 備 ㈱

サ ト ウ 工 業 ㈱
中 村 興 業 ㈲
㈱ マ キ ナ
㈱ 美 都 住 建
㈲ ミ ー サ ン
㈲ 丸 隆 建 設
㈲ 久 保 組

㈱ 一 心
大 鵬 電 設 ㈱
㈱ 臼 田 設 計
松 尾 建 設 ㈱
五 島 産 業 ㈱
ジ ョ イ テ ッ ク ㈱
樋 口 土 木 ㈱

㈱

㈱ 大 賢 工 業
㈱ 武 笠 建 設
東 昭 建 設 ㈱
㈲ 磯 山 建 装 工 業
㈱ 稲 川 興 産

﨑

幹 事
　 〃 　
監 事
　 〃 　

初 沢　  真 一
端 　 　 孝 男
鈴 木 　 　 茂
根 本　  忠 志

〔 初 沢 建 設 ㈱ 〕
〔 ㈱ 端 工 務 店 〕
〔 鈴 木 鉄 工 建 設 ㈱ 〕
〔 ㈱ 根 本 工 業 〕

会 長
副 会 長
　 〃 　
会 計

塚 田 　 　 隆
山 本　  宗 一
篠 島　  理 男
古 澤　  真 人

〔 塚 田 建 材 ㈱ 〕
〔 ㈱ 下 妻 建 設 〕
〔 ㈲ 大 宝 建 設 工 業 〕
〔 常 総 機 材 ㈱ 〕

青 柳　静 男
荒 川　　 博
柴 　　信 一

理 事
監 事
監 事

［青柳建設㈱］
［㈱ ア ラ 川］
［旭建設工業㈱］

中川原　　勇　
横 関　順 一
青 柳　晴 男

会 長
副会長
理 事

［石塚産業㈱］
［横関建設㈱］
［㈱青柳工務店］

フジクラフト㈱
の だ や 建 設 ㈱
都 建 設 工 業 ㈲
横 関 建 設 ㈱

青 柳 建 設 ㈱
㈱ 青 柳 工 務 店
旭 建 設 工 業 ㈱
㈱ ア ラ 川

石 塚 産 業 ㈱
㈲ 内 田 建 設
㈲ 苅 部 建 設
㈱ 菊 池 組

㈲ 桜 井 企 業
㈲ 薗 部 組
㈲ 高 橋 建 設
㈲ 中 山 産 業

小中学校の整備 安心安全な教育環境へ
　
石
岡
市
は
、
府
中
小
学
校
の

建
替
え
に
向
け
、
本
年
度
は

設
計
を
進
め
る
。
９
月
頃
よ
り

基
本
設
計
に
着
手
し
た
い
考
え

で
、
今
後
一
般
競
争
入
札
で
設

計
業
務
の
発
注
を
行
う
。
当
初

予
算
で
は
３
カ
年
継
続
費
３
億

３
３
２
２
万
２
０
０
０
円
を
設

定
。
工
事
は
仮
設
校
舎
を
設
け

な
い
計
画
の
た
め
、
３
期
に
分

け
て
段
階
的
に
施
工
し
て
い
く

計
画
。
工
事
発
注
は
２
０
２
８

年
９
～
11
月
ご
ろ
を
見
込
む
。

　
建
設
計
画
と
し
て
は
、
ま
ず

第
１
期
に
既
存
プ
ー
ル
を
解

体
、
南
側
に
西
側
校
舎
・
東
側

校
舎
を
新
設
す
る
。
第
２
期
は

既
存
北
校
舎
を
解
体
し
、
学

童
・
体
育
館
を
新
設
す
る
。
第

３
期
は
既
存
学
童
・
体
育
館
・

　
筑
西
市
は
協
和
地
区
義
務
教

育
学
校
整
備
事
業
を
進
め
る
。

設
計
は
㈱
桂
設
計
茨
城
事
務
所

が
担
当
し
、
２
０
２
７
年
５
月

20
日
ま
で
を
目
途
に
ま
と
め
て

い
る
。
整
備
予
定
地
は
、
現
在

の
協
和
中
学
校
の
敷
地
（
門

井
１
８
０
３

－

７
、
面
積
約
５

万
７
０
７
７
㎡
）。
北
側
の
一

部
敷
地
を
拡
張
し
（
約
３
８

０
０
㎡
）、
既
存
の
校
舎
等
と

一
体
利
用
が
可
能
な
校
舎
お
よ

び
屋
内
運
動
場
を
建
設
す
る
計

画
。
27
年
度
か
ら
本
工
事
に
着

手
し
、
30
年
度
の
開
校
を
目
指

す
。

　
新
設
校
舎
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

東
校
舎
を
解
体
し
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
駐
車
場
を
整
備
す
る
。

　

現
時
点
で
の
想
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
29
年
１
月
～
３

月
に
プ
ー
ル
解
体
、
29
年
２
月

～
30
年
６
月
ま
で
１
期
工
事

（
校
舎
新
設
）、
30
年
７
～
８
月

に
校
舎
外
構
、
30
年
10
月
～
31

年
１
月
で
北
校
舎
解
体
、
31
年

１
月
～
12
月
で
学
童
・
体
育
館

の
新
設
、
32
年
１
月
～
３
月
で

一
部
外
構
、
32
年
４
月
～
７
月

で
既
存
学
童
・
体
育
館
・
東
校

舎
解
体
、
32
年
８
月
～
33
年
１

月
ま
で
外
構
工
事
を
行
う
予

定
。
試
掘
調
査
や
発
掘
調
査
の

結
果
で
後
ろ
倒
し
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
普
通
教
室
は
１
学
年
２
室
の

計
12
室
。
た
だ
し
、
１
学
年

て
、
延
べ
面
積
は
約
４
８
０
０

㎡
、
屋
内
運
動
場
は
Ｓ
造
、
延

べ
面
積
は
約
１
０
０
０
㎡
を
想

定
。
既
存
施
設
は
校
舎
（
南
、

北
）、
屋
内
運
動
場
、
武
道
場
、

卓
球
場
、
屋
内
プ
ー
ル
、
屋
外

倉
庫
ト
イ
レ
、
自
転
車
置
き

場
、
屋
外
運
動
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
。

　
普
通
教
室
は
十
分
な
広
さ
を

確
保
し
、
採
光
や
通
風
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど
に
配
慮
す

る
。
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
も
設
置

す
る
こ
と
で
、
多
様
な
学
習
形

態
に
対
応
す
る
。
特
別
支
援
教

室
は
、
他
の
学
級
や
保
健
室
、

職
員
室
等
の
位
置
関
係
に
配
慮

９
㎡
、
体
育
館
は
２
階
建
て
８

４
１
㎡
、
岩
間
三
小
の
校
舎
は

３
階
建
て
３
３
５
９
㎡
、
体
育

館
は
平
屋
建
て
９
１
２
㎡
。
い

ず
れ
も
１
９
７
０
年
代
～
80
年

代
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
の
稲
田
小
学

校
・
稲
田
中
学
校
に
つ
い
て
は

施
設
分
離
型
の
小
中
一
貫
校
と

し
、
幼
保
小
中
の
連
携
を
強
化

す
る
。
大
原
小
学
校
は
小
規
模

特
認
校
に
指
定
し
、
調
整
区
域

を
解
消
す
る
。

　
義
務
教
育
の
機
会
均
等
や
水

準
の
維
持
・
向
上
、
学
校
規
模

の
適
正
化
や
学
校
の
小
規
模
化

へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
最
適
な
学
校
教
育
の
在
り

方
や
学
校
規
模
の
検
討
が
必
要

な
状
況
に
あ
る
。

　
学
区
編
成
方
針
で
は
「
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

最
適
な
教
育
環
境
の
実
現
」
を

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
市
の
教
育
資

源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
、
施

設
老
朽
化
の
状
況
を
考
慮
し
、

将
来
を
見
据
え
た
最
適
な
配
置

を
実
現
す
る
と
し
て
い
る
。

建
て
、
延
べ
床
面
積
は
約
６
５

０
０
㎡
を
想
定
し
て
い
る
。

　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
現
時

点
で
は
未
定
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
設
計
を
ま
と
め
る
中
で
決

定
し
て
い
く
。

　
基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託

の
概
要
は
、
新
設
校
舎
約
６
５

０
０
㎡
、
南
校
舎
長
寿
命
化
改

修
２
６
３
５
㎡
、
北
校
舎
等
解

体
設
計
、
仮
設
校
舎
移
転
設

計
、
外
構
設
計
な
ど
。

小
学
校
、
下
結
城
小
学
校
、
川

西
小
学
校
の
５
校
を
１
校
に
統

合
し
た
い
考
え
。
第
一
中
の
敷

地
お
よ
び
隣
接
地
に
新
設
設
置

す
る
計
画
で
、
開
校
目
標
は
31

年
４
月
を
見
込
む
。

　
小
学
校
と
中
学
校
は
、
そ
れ

ぞ
れ
別
々
の
学
校
と
し
て
設
置

す
る
が
、
隣
接
地
に
設
置
す
る

た
め
、
互
い
に
連
携
し
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
の
こ
と
（
義
務
教
育
学
校
と

は
異
な
る
）。

　
現
在
は
新
設
中
の
開
校
に
向

け
、
町
立
中
学
校
統
合
準
備
委

員
会
を
組
織
し
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
。
通
学
安
全
部

会
、
学
校
生
活
部
会
、
総
務
部

会
な
ど
の
専
門
部
会
を
設
置

し
、
調
査
検
討
を
し
て
い
る
。

学
校
名
に
つ
い
て
は
八
千
代
中

学
校
に
決
定
し
た
。

科
室
、
理
科
室
、
音
楽
室
は
準

備
室
を
設
け
る
。

　
屋
内
運
動
場
は
校
舎
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
く
、
地
域
開
放

の
際
も
利
便
性
が
高
く
な
る
配

置
と
し
、
空
調
設
備
を
整
備
す

る
。
学
童
施
設
は
４
室
を
整

備
。
駐
車
場
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
配
置
と
す
る
。

　
北
茨
城
市
は
、（
仮
称
）
中

郷
義
務
教
育
学
校
の
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。
建
設
工
事
の
基

本
・
実
施
設
計
業
務
は
㈱
柴
建

築
設
計
事
務
所
が
担
当
。
本
年

度
内
に
設
計
を
ま
と
め
、
詳
細

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も

合
わ
せ
て
決
定
し
て
い
く
と
の

こ
と
。

　
中
郷
第
一
小
学
校
（
中
郷
町

上
桜
井
２
９
０
５

－

１
）
お
よ

び
中
郷
中
学
校
（
中
郷
町
５
０

８
）
は
築
年
数
40
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
た
め
、
両
校
を
統

合
し
義
務
教
育
学
校
と
し
て
整

備
す
る
。

バ
ス
の
動
線
や
乗
降
場
を
計
画

す
る
。

　
施
設
の
一
部
を
地
域
に
開
放

で
き
る
よ
う
、
施
設
配
置
を
計

画
。
将
来
的
に
は
地
域
の
生
涯

学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

場
と
し
て
も
利
用
が
可
能
な
施

設
配
置
を
検
討
す
る
。

　
協
和
中
学
校
区
の
古
里
小
、

新
治
小
、
小
栗
小
を
統
合
す

る
。
３
校
の
う
ち
２
校
が
適
正

規
模
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
建

物
は
築
年
数
が
約
60
年
に
な
る

も
の
も
あ
る
。
安
定
し
た
適
正

規
模
を
維
持
で
き
る
環
境
整
備

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

に
つ
き
１
つ
の
多
目
的
室
を
設

け
、
１
学
年
３
室
の
年
度
が
発

生
し
た
場
合
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
廊
下
は
広
く
設

け
る
。
特
別
支
援
教
室
は
８
室

程
度
を
基
本
と
す
る
。

　
特
別
教
室
は
図
工
室
、
家
庭

科
室
、
理
科
室
、
音
楽
室
、
図

書
室
を
配
置
。
図
工
室
、
家
庭

し
配
置
す
る
。

　
特
別
教
室
は
十
分
な
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
、
既
存
校
舎
の
特

別
教
室
と
の
共
有
化
も
検
討
。

既
存
校
舎
の
改
修
含
め
全
体
の

配
置
を
検
討
し
、
対
話
的
な
学

び
や
多
様
な
調
べ
学
習
を
支
援

す
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
整

備
す
る
。

　
屋
内
運
動
場
は
、
災
害
時
の

指
定
避
難
所
の
機
能
と
し
て

空
調
設
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
応
し

た
通
信
環
境
の
整
備
を
計
画
す

る
。
屋
外
運
動
場
は
災
害
時
の

安
全
性
、
避
難
所
と
し
て
の
機

能
を
考
慮
す
る
。
児
童
生
徒
間

の
交
流
を
適
切
に
行
え
る
交
流

拠
点
の
整
備
、
教
職
員
が
連
携

で
き
る
管
理
関
係
室
の
整
備
も

計
画
す
る
。

　
内
装
材
は
、
木
質
化
等
に
よ

り
温
か
み
と
潤
い
の
あ
る
空

間
を
目
指
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
導
入
な
ど
も
想
定
。
効
果
的

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
で
き
、

技
術
の
進
展
に
も
対
応
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
。

　
地
震
な
ど
自
然
災
害
に
対
し

て
も
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
、
災
害
に
強
い
施
設
と
す

る
。
ま
た
、
安
全
な
ス
ク
ー
ル

　
笠
間
市
は
、
市
立
小
中
学
校

の
学
区
編
成
方
針
を
ま
と
め

た
。
岩
間
地
区
で
は
岩
間
第

一
・
第
二
・
第
三
小
学
校
を
岩

間
中
学
校
に
統
合
。
岩
間
中
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
校
舎
を
新
設

し
、
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校

と
し
て
編
成
し
て
い
く
。
別

途
、
用
地
が
必
要
と
な
る
場
合

に
は
取
得
も
検
討
す
る
。
今
後

は
第
２
期
小
中
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
実
施
計
画
（
素

案
）
に
つ
い
て
、
年
度
内
で
の

策
定
を
目
指
す
。
今
秋
頃
か
ら

地
元
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
を
予
定
す
る
。

　
現
時
点
で
は
、
校
舎
の
規
模

や
配
置
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
は
未
定
。
３
小
学
校
の
児

童
数
は
約
５
４
０
人
で
、
１
ク

ラ
ス
30
人
を
想
定
す
る
と
１
学

年
90
人
で
、
普
通
教
室
は
18
室

が
必
要
に
な
る
。
体
育
館
は
、

中
学
校
の
既
存
施
設
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
。

　
岩
間
一
小
の
校
舎
は
３
階
建

て
４
９
９
０
㎡
、
体
育
館
は
２

階
建
て
１
１
９
４
㎡
、
岩
間
二

小
の
校
舎
は
３
階
建
て
３
０
８

　
中
郷
中
学
校
の
敷
地
内
で
の

整
備
を
検
討
し
て
お
り
、
南
校

舎
は
残
し
て
長
寿
命
化
改
修
工

事
を
実
施
す
る
計
画
。
北
校
舎

は
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
校
舎

を
新
設
す
る
見
通
し
だ
。
新
設

校
舎
の
規
模
は
、
Ｒ
Ｃ
造
３
階

　
八
千
代
町
は
、
学
校
再
編
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。

八
千
代
第
一
中
学
校
と
東
中
学

校
は
、
既
存
の
第
一
中
を
活
用

し
統
合
す
る
計
画
で
、
今
後
は

２
０
２
８
年
４
月
の
開
校
を
目

指
す
。
小
学
校
は
、
西
豊
田
小

学
校
、
安
静
小
学
校
、
中
結
城

　
現
在
、
少
子
高
齢
化
や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
多
く
の
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
校
舎
や
体
育
館
な
ど
施
設
の
老
朽
化
も
課
題
の
一

つ
で
、
建
替
え
な
ど
に
よ
る
安
心
安
全
な
教
育
環
境
の
確

保
も
必
要
な
状
況
だ
。
各
自
治
体
で
は
、
小
中
学
校
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
の
検
討
等
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
今
回
は
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
学
び
舎
を
快
適
な
も
の
と
す
る
た
め
の
、
小
中
学
校

の
統
合
や
新
設
、
建
替
え
事
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
く
。

27
年
度
か
ら
の
工
事
着
手
へ

筑
西
市
・
協
和
地
区
義
務
教
育
学
校

基
本
設
計
は
９
月
頃
着
手

石
岡
市
・
府
中
小
建
替
え

実
施
計
画
を
年
度
内
に

笠
間
市
・
小
学
校
統
合

本
年
度
内
に
も
設
計
策
定

北
茨
城
市
・
中
郷
義
務
教
育
学
校 町内に小中１校ずつ

八千代町・学校統合新設

※基本構想段階のものであり、今後の設計業務においてより詳細に精査する。

グラウンドグラウンド

特別教室特別教室

特別支援CR特別支援CR

事務室事務室

低学年CR低学年CR
駐車場（19台）駐車場（19台）

駐車場
（75台）
駐車場
（75台）

体育館体育館
芝
生
の
ひ
ろ
ば

芝
生
の
ひ
ろ
ば

学童学童

敷地拡張予定地

協和中学校協和中学校
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㈱ 秋 山 工 務 店
㈱ 天 海 建 設
天 海 工 業 ㈲
雨 川 開 発 工 業 ㈱
㈱ 有 路 工 務 店
㈱ 磯 良 工 務 店
㈱ 井 滝 建 設
㈲ 井 出 野 建 設
㈲ 伊 藤 建 設

㈱ 井 上 工 務 店
打 越 建 設 ㈲
㈱ 大 須 賀 工 務 店
㈱ 大 曽 根 建 設
㈲ 太 田 建 設 工 業
㈱ 鬼 沢 建 設
㈱ 亀 山 工 務 店
㈱ 川 崎 建 設
河 又 土 建 工 業 ㈱

㈲  栗 田 組
栗 田 工 務 店
黒 沢 建 設
黒 沢 工 業 ㈱
興 陽 建 設 ㈲
小 林 建 設 工 業 ㈲
㈲ 斉 藤 興 業 所
㈱ 最 北 建 設
㈱ 澤 畑 工 務 店

㈱ 信 濃 造 園 土 木
㈲ 勝 建
㈱ 上 肥
松 和 重 機 ㈱
㈱ 真 栄 工 業
菅 原 建 設 ㈱
ス ト ウ 工 業 ㈱
砂 押 工 業 ㈱
関 根 建 設

㈱ 大 栄 建 設
高 倉 建 設 工 業 ㈱
㈱ 田 本 工 務 店
㈲ 椿 山 建 設
東 昌 産 業 ㈱
東 水 建 設 ㈱
㈱ ト ー ホ ー 工 業
ト キ ワ 建 設 ㈱
戸 田 工 業 ㈱

㈱ 中 島 工 務 店
㈱ニシノグループ
西 野 工 業 ㈱
橋 本 建 設 ㈱
㈱ 蓮 田 工 務 店
日 立 土 木 ㈱
双 葉 工 業 ㈱
皆 神 建 材
㈱  八 木 組

㈱ 矢 口
㈱ユニバーサル建設工業
横 建 工 業 ㈱
横 信 建 材 工 業 ㈱
㈲ よ こ す か 建 設
㈲ 横 須 賀 工 務 店

ひたちなか市長堀町２丁目14－８　TEL 029－273－2096　FAX 029－274－6420

吉　原　則　夫支 部 長

益　子　　　勇
大　森　裕一郎

副支部長
同

田　口　誠　壽
根　本　勝　義
木　村　　　晃
大　貫　茂　男
西　山　　　孝

田　口　恵一郎支 部 長
副支部長
同
同
同
同

白　土　仙一郎
中　野　　　章
迫　　　祥三郎

秋　山　光　伯羽　生　義　隆支 部 長

伊　東　久　夫
高　橋　修　一
藤　枝　洋　二

副支部長
同
同

松　﨑　里　志支 部 長

小　山　竜　男
菅　谷　明　良

副支部長
同

竜ケ崎支部
細　谷　武　史支 部 長

松　浦　一　久
木　村　保　幸
赤　塚　康　伸

副支部長
同
同

龍ケ崎市川原代町6182
TEL.0297(64)2251　FAX.0297(64)0439

小　林　伸　行
斉　藤　　　実
吉　田　雅　幸
松　永　英　信
海老原　雅　夫
山　口　謙太郎

支 部 長
副支部長
　 同
　 同
　 同
　 同

大　内　康　意
仲　川　　　孝
北　島　正　進
　　田　康　廣

支 部 長

副支部長
同
同
同

白　田　唯　雄
支 部 長 中川原　　　勇

山　本　宗　一
染　谷　正　美
大　坂　　　勇

副支部長
同
同

新　井　　　孝支 部 長

小　澤　　　勲
野　口　惠　夫
髙　橋　　　正
菊　地　和　幸

副支部長
同
同
同

井　坂　陽　介
宇　野　光　雄

梅　原　基　弘支 部 長

副支部長
同

髙　野　　　潔支 部 長

浅　川　清　司
瀧　　　文　雄
千　葉　和　男
鶴　田　哲　男

副支部長
同
同
同

暑中お見舞い
　申し上げます

令和８年 盛夏
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いい人作りといい物造りの共鳴

　
那
珂
市
は
、
那
珂
Ｉ
Ｃ
周
辺

地
域
に
お
け
る
複
合
型
交
流
拠

点
施
設
「
道
の
駅
」
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。
実
施
設
計
に

よ
る
と
、
概
算
事
業
費
は
43
・

２
億
円
を
想
定
。
本
年
度
で
造

成
工
事
を
進
め
て
い
く
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
７
年
度
で
建
築
・

外
構
工
事
へ
の
着
手
を
見
込
ん

で
お
り
、
28
年
秋
頃
の
供
用
開

始
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
概
算
事
業
費
の
内
訳
は
、
建

築
工
事
22
億
円
、
外
構
工
事

９
・
９
億
円
、
造
成
工
事
４
・

１
億
円
、
付
帯
工
事
７
・
２
億

円
。
実
施
設
計
段
階
で
事
業
費

は
増
加
し
て
い
る
が
、
国
庫
補

助
な
ど
を
活
用
し
て
実
質
負
担

額
の
増
加
の
抑
制
を
図
る
と
の

こ
と
。

　
整
備
候
補
地
は
飯
田
押
敷
交

差
点
北
西
側
。
施
設
概
要
は
敷

地
面
積
約
４
万
５
０
０
０
㎡
。

建
物
は
Ｗ
造
で
、
４
棟
の
建
設

を
計
画
し
て
い
る
。

　
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

物
産
販
売
所
と
農
産
物
直
売

所
、
南
棟
に
は
店
舗
や
観
光
情

報
案
内
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
、

２
階
は
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
と
し
て

い
る
。

　
ま
た
災
害
時
の
避
難
場
所
兼

活
動
拠
点
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
、
防
災
倉
庫
や
防
災
井

戸
、
防
災
ト
イ
レ
な
ど
の
防
災

機
能
を
設
け
る
。
駐
車
場
は
避

難
車
両
の
受
け
入
れ
や
物
資
輸

送
車
展
開
ス
ペ
ー
ス
、
ヘ
リ
離

て
、
道
の
駅
整
備
に
伴
い
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
道
の

駅
内
へ
移
設
・
統
合
を
計
画
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を

移
設
・
集
約
す
る
こ
と
で
利
用

者
の
利
便
性
と
施
設
稼
働
率
の

　
桜
川
市
は
、（
仮
称
）
桜
川

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
予
定

地
エ
リ
ア
内
で
の
道
の
駅
設
置

可
能
性
調
査
業
務
を
実
施
。
調

査
の
中
で
は
、
直
売
所
・
物

販
・
飲
食
・
飲
食
（
別
棟
）
を

整
備
す
る
案
（
案
１
）、
直
売

所
・
物
販
・
飲
食
の
案
（
案

２
）、
直
売
所
の
み
の
案
（
案

３
）、
３
つ
の
整
備
案
を
設
定

し
た
。
現
在
は
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
把
握

や
施
設
整
備
構
想
の
策
定
に
あ

た
り
公
募
条
件
の
整
理
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
。
結

は
、
屋
外
の
「
晴
天
プ
レ
イ

ゾ
ー
ン
」
と
「
屋
内
プ
レ
イ

ゾ
ー
ン
」
を
整
備
。
建
物
に
つ

い
て
は
、
北
棟
（
６
７
５
・
７

㎡
）、
東
棟
（
４
７
８
㎡
）、
西

棟
（
９
８
９
・
１
㎡
）、
南
棟

（
９
０
１
・
２
㎡
）
の
４
棟
を

建
設
す
る
。

　
「
晴
天
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
」
は

広
大
な
自
然
が
テ
ー
マ
。
遊
具

を
円
形
に
配
置
し
、
自
然
な
遊

び
の
動
線
を
作
る
計
画
と
し

た
。「
屋
内
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
」

の
テ
ー
マ
は
木
の
温
も
り
。
乳

幼
児
の
遊
具
を
囲
う
よ
う
に
見

守
り
ベ
ン
チ
を
設
け
て
衝
突
を

防
い
だ
り
、
児
童
の
遊
具
が
他

エ
リ
ア
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う

に
箱
製
の
遊
具
に
し
た
り
と
、

安
心
し
て
遊
べ
る
遊
具
構
造
と

な
っ
て
い
る
。

　
道
の
駅
内
に
約
４
０
０
㎡
の

屋
内
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
設
置
予

定
で
あ
る
こ
と
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ぼ
み
」
が

機
能
面
の
制
約
や
老
朽
化
な
ど

の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
受
け

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
運
営

コ
ス
ト
の
効
率
化
が
期
待
で
き

る
と
い
う
。

　
屋
内
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
整
備

す
る
北
棟
に
は
、
ベ
ビ
ー
ケ

ア
ル
ー
ム
や
管
理
棟
、
多
目
的

室
を
設
け
る
。
東
棟
に
は
多
目

的
・
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や
道
路

情
報
・
無
料
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、

ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
を
設
け
、

通
路
を
挟
ん
で
ト
イ
レ
と
シ
ャ

ワ
ー
室
を
整
備
。
西
棟
は
観
光

地域活性化に向けた「道の駅」整備
　道の駅は、道路利用者への安全で快適な道路交通環境
の提供と地域振興への寄与を目的として、休憩機能と情
報発信機能、地域連携機能をあわせもつ休憩施設として
設置されている。県内の各地域では、交流人口の増加に
伴うさらなる地域活性化に向けた取り組みとして、道の
駅の建設や移転、再整備の計画が進められている。現在
予定されている整備事業の一部をまとめた。

28
年
秋
供
用
開
始
目
指
す

本
年
度
で
造
成
工
事

那珂市

　
行
方
市
は
行
方
Ｐ
Ａ
（
仮

称
）
に
隣
接
す
る
地
域
振
興
施

設
（
道
の
駅
）
の
整
備
に
向
け

た
計
画
を
進
め
て
い
る
。
事
業

手
法
は
Ｅ
Ｏ
Ｉ
方
式
と
し
、
こ

の
ほ
ど
運
営
事
業
者
及
び
基
本

設
計
者
選
定
支
援
業
務
に
係
る

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公
告

し
た
。
早
け
れ
ば
２
０
２
７
年

度
中
に
基
本
設
計
へ
着
手
し
た

い
考
え
だ
。

　
Ｅ
Ｏ
Ｉ
方
式
は
、
運
営
管
理

者
を
先
行
し
て
決
定
し
、
設
計

や
建
設
に
運
営
管
理
者
が
関
与

す
る
手
法
。
運
営
管
理
者
の
意

向
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
適
正

化
し
や
す
い
施

設
づ
く
り
を
目

指
す
。

　
市
で
は
東
関

東
自
動
車
道
の

市
内
開
通
と
市

内
へ
の
Ｉ
Ｃ
お

よ
び
Ｐ
Ａ
の
整

備
が
事
業
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴

い
、
交
流
人
口

の
増
加
な
ど
地

域
活
性
化
を
期

待
し
て
Ｐ
Ａ
に

隣
接
し
た
地
域

振
興
施
設
（
道

の
駅
）
を
整

備
す
る
こ
と
と

し
た
。
場
所
は

青
沼
地
内
で
敷

地
面
積
は
約
３ 

ha
。
傾
斜
地
を

除
い
た
敷
地
面

積
は
約
２ 

ha
。

　
城
里
町
は
、
道
の
駅
か
つ
ら

（
御
前
山
地
内
）
移
転
事
業
の

第
１
期
分
と
な
る
建
築
工
事
を

２
０
２
５
年
度
に
発
注
し
、
㈱

大
貫
工
務
店
が
落
札
。
オ
ー
プ

ン
は
本
年
度
秋
を
見
込
ん
で
い

る
。
新
施
設
完
成
後
に
既
存
施

設
を
解
体
す
る
計
画
で
、
順
調

な
ら
ば
年
度
内
に
も
着
工
す

る
。
27
年
度
以
降
に
は
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
第
２
期
分

の
着
手
を
予
定
し
て
い
る
。

　
道
の
駅
か
つ
ら
は
、
１
９
９

２
年
４
月
に
特
産
品
直
売
セ
ン

タ
ー
か
つ
ら
と
し
て
営
業
開
始

し
、
93
年
４
月
に
県
内
第
１
号

の
道
の
駅
と
し
て
認
定
。
農
産

物
や
加
工
品
・
工
芸
品
な
ど
の

産
地
直
売
を
は
じ
め
、
常
陸
秋

そ
ば
な
ど
を
使
っ
た
郷
土
料
理

を
提
供
し
て
い
る
。

　
道
の
駅
か
つ
ら
は
、
県
が
進

め
る
国
道
１
２
３
号
那
珂
川
大

橋
の
架
替
え
に
伴
い
、
現
在
地

の
東
側
隣
接
地
（
Ａ
約
２
万
１

１
０
０
㎡
、
河
川
区
域
含
む
）

へ
移
転
。
移
転
整
備
コ
ン
セ
プ

ト
は
、『
山
河
の
魅
力
を
「
味

わ
う
」
こ
と
が
で
き
る
拠
点
づ

く
り
』。
規
模
は
Ｓ
造
２
階
建

て
、
建
築
面
積
１
１
８
８
㎡
。

　
第
２
期
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
広
場
兼
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
駐
車
場
、
管

理
棟
（
33
㎡
）、
屋
外
ト
イ
レ

（
既
存
再
利
用
、
60
㎡
）、
炊
事

棟
（
12
㎡
）
な
ど
の
整
備
を

計
画
。
敷
地
面
積
は
７
５
０
０

㎡
。
那
珂
川
大
橋
架
替
え
の
進

捗
に
あ
わ
せ
て
進
め
て
い
く
。

着
陸
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す

る
。

用
を
目
指
す
。

　
市
は
23
年
度
か
ら
道
の
駅
整

備
の
検
討
を
開
始
。
24
年
度
に

池
田
地
区
、
上
原
・
松
野
木
地

区
、
島
名
地
区
、
菅
間
地
区
を

候
補
地
案
と
し
て
選
定
。
そ
の

後
、
基
礎
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
踏
ま
え
、
池
田
地
区

（
国
道
１
２
５
号
バ
イ
パ
ス
沿

い
）
を
候
補
地
と
し
た
。

　
今
後
は
、
27
～
28
年
度
で
基

本
計
画
、
29
～
30
年
度
で
設

計
、
31
～
32
年
度
で
工
事
を
想

定
し
て
い
る
。

果
は
８
月
以
降
の
公
表
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
整
備
予
定
地
は
、
日
計
商
事

㈱
が
長
方
地
内
で
計
画
中
の

「（
仮
称
）
桜
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」
予
定
地
エ
リ
ア

内
。
道
の
駅
候
補
地
と
し
て
割

り
当
て
ら
れ
る
面
積
は
１
万
１

６
７
０
㎡
ほ
ど
。

　
導
入
機
能
と
し
て
は
、
ト
イ

レ
や
駐
車
場
な
ど
の
休
憩
機

能
、
屋
内
外
の
休
憩
ス
ペ
ー

ス
、
情
報
発
信
機
能
、
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
や
交
流
空
間
な
ど
の

地
域
連
携
機
能
、
物
販
・
飲
食

機
能
な
ど
を
視
野
に
検
討
し
て

い
く
。

　
建
物
面
積
の
積
算
は
、
案
１

の
場
合
は
１
９
１
４
㎡
、
案
２

　
市
が
24
年
度
に
策
定
し
た
基

本
計
画
に
よ
る
と
、
屋
内
施
設

の
規
模
は
約
２
３
０
０
㎡
、
屋

外
の
面
積
は
約
１
万
２
４
５
０

㎡
で
想
定
。

　
導
入
機
能
と
し
て
は
休
憩
機

能
（
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
ベ

ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）、
情
報

発
信
機
能
（
総
合
案
内
所
、
情

報
発
信
コ
ー
ナ
ー
）、
地
域
連

携
機
能
（
飲
食
施
設
、
直
売

所
・
物
販
施
設
な
ど
）、
防
災

機
能
（
防
災
備
蓄
倉
庫
、
蓄
電

設
備
、
非
常
用
発
電
設
備
な

ど
）
な
ど
を
想
定
。
ま
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
機
能

と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

を
検
討
す
る
。

　
駐
車
場
面
積
は
、
車
路
ス

ペ
ー
ス
を
含
め
た
１
台
当
た
り

の
必
要
面
積
を
算
定
し
た
結

果
、
県
道
側
駐
車
場
が
４
４
２

０
㎡
、
高
速
道
路
側
駐
車
場
が

２
９
６
０
㎡
。
合
計
で
７
３
８

０
㎡
と
す
る
。
二
輪
車
用
駐
車

場
面
積
は
１
３
０
㎡
、
車
中
泊

施
設
は
２
４
０
㎡
、
従
業
員
駐

車
場
は
１
１
８
５
㎡
と
す
る
。

そ
の
ほ
か
周
囲
の
景
観
に
必
要

な
緑
地
と
し
て
１
５
０
０
㎡
を

確
保
す
る
。

　
用
地
の
取
得
に
は
、
土
地
収

用
法
の
事
業
認
定
手
続
き
を
経

て
取
り
掛
か
る
。
工
事
の
着
手

時
期
は
用
地
取
得
の
進
捗
次
第

と
な
る
。

の
場
合
は
１
５
８
４
㎡
、
案
３

の
場
合
は
８
０
８
㎡
を
試
算
す

る
。
駐
車
場
の
必
要
な
駐
車
ま

す
数
は
１
９
７
台
を
算
出
。
ト

イ
レ
の
規
模
は
男
子
の
小
16

基
、
大
８
基
、
女
子
24
基
、
多

目
的
４
基
と
し
た
。

　
概
算
工
事
費
の
試
算
は
、
案

１
が
19
億
２
３
０
０
万
円
、
案

２
が
15
億
３
９
０
０
万
円
、
案

３
が
８
億
８
５
０
０
万
円
。
道

路
休
憩
、
地
域
振
興
、
防
災
、

観
光
等
の
複
合
的
機
能
を
有
す

る
公
共
施
設
で
あ
る
た
め
、
機

能
ご
と
に
国
の
補
助
金
制
度
や

交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

　
施
設
整
備
の
レ
イ
ア
ウ
ト

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
分
け

て
整
備
す
る
分
棟
整
備
型
、
ま

と
め
て
整
備
す
る
一
棟
整
備
型

な
ど
を
視
野
に
入
れ
検
討
し
て

い
く
。

　
つ
く
ば
市
は
新
た
な
観
光
拠

点
・
市
民
生
活
拠
点
と
な
る

道
の
駅
の
整
備
を
検
討
し
て
い

る
。
現
在
は
基
本
構
想
の
策
定

を
進
め
て
お
り
、
２
０
２
７
年

度
以
降
に
大
規
模
事
業
評
価
を

実
施
す
る
計
画
。
31
年
度
か
ら

の
着
工
を
想
定
し
て
い
る
。

　
道
の
駅
の
整
備
は
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
の
創
出
や
新
た

な
観
光
客
層
の
獲
得
な
ど
を
目

的
と
し
て
進
め
る
。
道
路
利
用

者
へ
の
休
憩
機
能
の
提
供
や
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
活

現時点でのイメージパース現時点でのイメージパース

27
年
度
内
に
基
本
設
計
着
手

地
域
活
性
化
を
期
待

行方市

桜川筑西ＩＣ桜川筑西ＩＣ

（仮称）桜川ＳＣ 予定地　
約8ha内に500坪（約1650㎡）の
施設を想定

（仮称）桜川ＳＣ 予定地　
約8ha内に500坪（約1650㎡）の
施設を想定

桜
川
桜
川

国道50号国道50号

ＮＮ

▲（仮称）桜川ＳＣ予定地内で道の駅整備を検討

工事は31年度の着手想定

２期工事は27年度以降

基本構想の策定推進

本年度秋オープン

つくば市

城里町

Ｓ
Ｃ
予
定
地
内
へ
整
備
計
画

整
備
に
向
け
調
査
実
施

桜川市
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代表取締役　渡　邉　宗　明

〒305－0817
茨城県つくば市研究学園7丁目 49番地 4
TEL.029－854－4130
FAX.029－854－4160

〒311－4303　茨城県東茨城郡城里町石塚 931－3
TEL 029－297－2740　FAX 029－297－2783

代表取締役　中　村　直　樹

測量・設計・補償・ＧＩＳ

〒300－3264　茨城県つくば市篠崎 1218 番地
TEL 029－864－1909　
FAX 029－864－8050
http://hidesho.com

代表取締役　植　村　裕　人

植村建設株式会社

代表取締役 猪　瀬　清　次

株式会社 植正園

URL:https://www.oonuki.co.jp

創業明治35年自然を感じる街づくり

142479

～自然と人を考え、そして、地域へ～

代表取締役社長 梅　原　基　弘

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ４－７ ４－２ １ ６ ６

https://www.umehara-k.co.jp

茨城県常陸太田市小目町５１７本　社 ：

暑中お見舞い暑中お見舞い
　　　　申し上げます　　　　申し上げます

2026年 盛夏
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クシタ建設
総合建設業

株式会社

本社　茨城県下妻市堀篭 1,399 番地
〒304‒0033　TEL　0296‒43‒6522

FAX　0296‒44‒0328

代表取締役 串 田  一 仁

ISO9001
認証取得

代表取締役社長　髙　城　真由美

〒311－3114 茨城県東茨城郡茨城町大戸1779－14
TEL 029（292）7893　FAX 029（292）7943

URL. https://www.kyoushin-s-ibaraki.com

共進サービス株式
会社

建設機械・販売・リース・修理

代表取締役　木　村　保　幸

本社・工場　〒308－0855　茨城県筑西市下川島635
　　　　　　　TEL.0296－34－1211　FAX.0296－34－1212
栃 木 支 店　〒321－0226　栃木県下都賀郡壬生町中央町13－15
　　　　　　　TEL.0282－82－3844　FAX.0282－82－1326
結城営業所　〒307－0011　茨城県結城市小森1851
　　　　　　　TEL.0296－32－8028　FAX.0296－34－1225
URL 　  https://www.kanto-doro.co.jp
E-mail　info@kanto-doro.co.jp

ISO9001/2015 年　ISO14001/2015 年

関東道路株式会社
経済産業省認定

・国土交通大臣賞受賞（３Ｒ推進功労者）

・環境大臣賞受賞（廃棄物研究開発功労者）

・茨城県知事賞受賞（地球にやさしい企業表彰）

　スタジアムの完成は、インフラ整備にも大
きな影響を及ぼした。スタジアムへのアクセ
ス道路となる国道 51号バイパスの一部が開通
し、これに接続する国道 124 号のバイパス工
事も着工した。
　そして迎えた 5月16日の開幕戦。元ブラジ
ル代表のスーパースター、ジーコが 3 得点を
あげるなどの活躍で 5－ 0 の圧勝。その勢い
のまま、1ｓｔステージ優勝を成し遂げた。Ｊ
リーグ開幕から現在に至るまで常に強豪であ
り続け、国内最多タイトルを獲得している鹿
島アントラーズの歴史はここから始まった。
　鹿島アントラーズの活躍は鹿島地域活性化
の起爆剤となり、地域の一体感醸成にも大き
く貢献した。また、ホームゲームの運営をサ
ポートするスポーツボランティアの貢献も大き
く、Ｊリーグが掲げるホームタウン制の見本と
もいわれた。
　鹿島サッカー協会の元競技部長、鹿島サッ
カークラブの元監督で、現在もスポーツボラ
ンティアとしてアントラーズを支える石津和夫
さんはスタジアム建設のようすを目の当たりに
し、起工式にも参加したという。「サッカーを
やっていたものにとって、地元にスタジアムが
できるというのは夢のような話」と語る。また、

「プロの選手だけでなく、条件さえ整えばわ
れわれアマチュアでもスタジアムを使わせても
らうことができ、私が監督をしていた際にも
何度か使わせていただいた。選手にとっても、
選手の家族にとってもカシマサッカースタジア
ムでプレイできるというのは嬉しく、誇らしい
気持ちだった」と振り返る。
　同スタジアムの建設費は約 98 億円。こ
れは鹿島臨海工業地帯特別会計からの支出
だった。鹿島開発で県が住民から土地を取得
し、造成した土地を企業に売却した際の利益
が財源となった。同スタジアムは鹿島開発が
もたらした貴重な財産と言えるだろう。（続く）

　鹿嶋市内を歩いていると、時折地鳴りのような音が聞こえてくることがある。なんだろ
うと振り返り、それがサッカースタジアムから聞こえてきたサポーターの声であることに
思い当たる。ゴールが決まったのだろうか。決めたのはホーム側か、それともアウェイ側
か。何にせよ、万単位の人間の放つ声の大きさというのはすごいものだと感心する。鹿嶋市
に日本初の本格的サッカースタジアムが誕生してから早30余年。すっかりまちのシンボル
として根付いたこの施設の完成には、歴代の県知事や多くの関係者の尽力があった。

鹿島開発による発展と課題

　本県の鹿行地域、とりわけ鹿嶋市と神栖市
の発展は、鹿島臨海工業地帯の存在を抜き
には語れないだろう。同地域は広漠とした砂
丘であり開発が遅れていた。一方、高度経済
成長期の中、全国的に港湾取扱貨物量が激
増。新たな港湾整備が求められていた。
　そのような状況の中、当時の岩上二郎県知
事が「鹿島開発構想試案」を作成。それを
基に 1961 年（昭和 36 年）には「鹿島臨海工
業地帯造成計画（マスタープラン）」が策定さ
れた。開発区域は鹿島町・神栖村・波崎町
にまたがる約 2 万 ha。10 万ｔ級の船舶が入
港できる掘込式港湾を中核としたビッグプロ
ジェクトがスタートした。
　鹿島灘沿岸は首都東京から 80㎞の至近距
離に位置。広大な土地を有し霞ヶ浦、北浦の
豊かな水源を有するなど有利な工業立地条件

に恵まれていた。整備は計画的に進み、石油
精製、石油化学、鉄鋼の基礎素材産業を中
心に数多くの工場が立地。国内有数の一大産
業集積拠点に成長し、鹿島地域の人口も飛
躍的に増加した。
　工場立地で人口が増えた一方、課題となっ
たのは若者の定着率が伸びなかったことだ。
当時の鹿島地域には若者を引き付ける魅力の
あるコンテンツが不足しており、関係者は頭
を悩ませていた。若者が定着したいと思える、
賑わいのある地域づくりが求められていた。
また、古くから同地に住む「旧住民」と、鹿
島開発を契機に移住してきた「新住民」の融
和も大きな課題だった。
　「旧住民」と「新住民」の融和を目指した
取り組みのひとつが、サッカーであった。元
中学校教師の石津實さんが中心となり、1969
年に鹿島サッカー協会（後の鹿島郡サッカー
協会）が設立された。地元の 2 チームと三菱
油化、鹿島石油のサッカークラブの計 4 チー
ムで発足。新旧住民の融和とともに、地域の
サッカー熱の醸成に大いに貢献した。
　そして 75 年、日本サッカーリーグ （ＪＳＬ）
2 部に所属するサッカークラブが大阪府から
鹿島町に移転してきた。このクラブの名前は
住友金属工業蹴球団。後に鹿島アントラーズ
の母体となるチームである。

鹿島にプロサッカーチームを

　1980 年代後半、日本サッカー界はプロ化

へ向けた動きが活発になった。住友金属工
業蹴球団は地域の活性化につなげるため、
プロリーグ参加に名乗りを挙げた。
　一方、県も若者や子どもたちがみんなで楽
しめる魅力あるまちづくりを検討するため「鹿
島地域・楽しい街づくり懇談会」を発足。そ
の中で鹿島からプロサッカーチームを送り出
し、地域の活性化を図ることへの賛同を得た。
　こうして住友金属工業蹴球団は、地元の
後押しも得ながらＪリーグ参入へまい進してい
くこととなった。しかし、その道のりは平坦
ではなかった。日本サッカー協会からは、Ｊ
リーグ参入への色良い返事はなかなかもらえ
なかった。
　理由は住友金属工業蹴球団が 2 部所属で
あったこと、ホームタウンの規模の小ささなど
がネックとなった。当時のプロリーグ設立準備
室長で、後に日本サッカー協会会長を務める
川淵三郎氏は住友金属工業蹴球団の初年度Ｊ
リーグ加盟を「99.9999％無理」と断じた。一
方で、こうも付け加えた。「屋根付きの専用ス
タジアムができれば話は別だが」と。

急ピッチで進む建設工事

　0.0001％の可能性を信じて、当時の県知事
であった竹内藤男氏は屋根付きのサッカース
タジアムの建設を確約。これが功を奏して 91
年 2 月、住友金属工業蹴球団のＪリーグ初年
度加入が決定。同年 10 月には住友金属工業
蹴球団を母体とした鹿島アントラーズが誕生
した。
　加入決定の決め手となったスタジアムの建
設は、急ピッチで行われた。何としてもＪリー
グ開幕に間に合わせなければならないから
だ。設計は㈱日建設計、建築工事は竹中・住友・
常総ＪＶ、電気工事は㈱きんでん、空調工事
と衛生工事は㈱大気社、し尿浄化槽は西原
ネオ工業㈱、昇降機は日立東ビルシステム販
売㈱がそれぞれ担当。
　施設規模はＳＲＣ、ＲＣ、Ｓ造地上 3 階、
建築面積 1 万 1769.691㎡、 延べ面積 2 万
2093.135㎡。工期は 92 年 3 月 25 日から 93
年 4 月 30 日までの約 13 カ月というタイトな
スケジュールだったが、施工関係者の尽力も
あり、5 月16 日のＪリーグ開幕戦にまさにギ
リギリで間に合わせる形で、見事なスタジア
ムが完成した。観客席に屋根の付いた 1 万
5000 人収容のサッカー専用競技場の建設は、
国内では初めてだった。

建設
県立カシマサッカースタジアム（前編）

～偉人と建設～

ろまんばなし

浪浪 漫漫 譚譚

建設当時のカシマサッカースタジアム建設当時のカシマサッカースタジアム

鹿島港は日本を代表する港湾施設に鹿島港は日本を代表する港湾施設に

茨城県に日本初の本格的サッカー専用スタジアム
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https ://www.takatsuka.com

代表取締役　田　﨑　　　翼
〒311－2405　茨城県潮来市築地 544－2

TEL 0299－62－3400
FAX 0299－62－3401

URL http://www.tasaki-gijyutu.com

TE STE S

株式会社　田崎技術
地域社会に貢献する会社

・ひたちなか営業所

取締役会長　髙　橋　　　勲
代表取締役　髙　橋　正太郎

〒311－1115　茨城県水戸市大串町952－4番地
TEL　029－269－3066㈹
FAX　029－269－4130　

代表取締役　関　根　敏　政

〒311－3114　茨城県東茨城郡茨城町大戸869－2
T E L 　 0 2 9 －2 9 2－ 0 4 8 7
F A X 　 0 2 9 －2 9 2－ 9 1 2 1
URL:https://www.sekine-denki.co.jp

関 根 電 気株式会社

茨城県知事許可（般）第 24354 号  東京電力委託店

https://www.showa-kensetsu.co.jp/

代表取締役社長　仁田原　一　義

本　　社／水戸市千波町1905　TEL 029-241-2161㈹

技術で社会に貢献する

Civil・Build・Road・Geo・Eco

株式会社 大 地

代表取締役 菅 谷 明 良

〒314-0031 茨城県鹿嶋市宮中 5259-1
TEL ０２９９－９０－８７６０
FAX ０２９９－９０－８７６１

みんなの「ちから」が「かたち」へと。

〒301-0822
茨城県龍ケ崎市1686番地
TEL 0297-64-1511　FAX 0297-64-1516
https://www.daisho-c.co.jp つくば営業所・守谷営業所

代表取締役  中 山　英 俊

茨 城 県 常 総 市 水 海 道 淵 頭 町 2 9 8 2
TEL　0297－22－2871　FAX　0297－23－1118

ひとが輝く　Shine Company

someya

支　店／水戸・佐原・つくば
営業所／土浦・成田・鉾田

石　　津　　健　　光
石　　津　　弘　　敏

取締役会長

代表取締役

本　社 〒314-0134 茨城県神栖市賀2108番地8
TEL.0299-92-3875㈹　FAX.0299-92-5505

代表取締役社長　井　上　浩　之

〒300－0037　茨城県土浦市桜町四丁目11番 14号
TEL　029－826－2536
FAX　029－826－2546

三展ミネコンサルタント株式会社

暑中お見舞い
　　申し上げます
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代表取締役　清　水　寿　美

本社／〒310－0803　茨城県水戸市城南 1 丁目６番９号
TEL 029（300）3511
FAX 029（300）7160

本社/茨城県常陸大宮市山方645番地
TEL.0295-57-6860  FAX.0295-57-2507
大 TEL.0295-52-3951

TEL.0295-53-0063
TEL.0299-43-0361
TEL.0295-57-9311
TEL.029-288-4833

大宮第一砂利プラント
大宮第二砂利プラント
八 郷 生 コ ン 工 場
第 一 砕 石 工 場
総武石材鉱業株式会社

小河原  欣　也
小河原  利一郎

代表取締役会長

代 表 取 締 役

地域に貢献できる建設産業を目指す

〒���-����   茨城県龍ケ崎市馴馬町����-�
TEL  ����-��-����　FAX  ����-��-����

代表取締役　澤　畠　弘　樹

〒319-1106 茨城県那珂郡東海村白方 538-2
　　 電話 (029) 282-2626
　　 FAX (029) 282-2742
 E -mail:soumu@tokokensetsu.jp

　Ｊリーグ開幕、日韓ワールドカップという
ビッグイベントを経験したカシマサッカースタ
ジアム。しかし、近年は塩害などの影響で老
朽化が著しい。屋根が特殊な構造なこともあ
り年間約 8 億円の修繕費がかかっていること
が大きな課題となっている。この状況を受け、
鹿島アントラーズは県や鹿嶋市とともに新スタ
ジアム整備の検討を開始。その結果、県主
導での建設が決定した。
　26 年 2月には、大井川和彦県知事、田口
伸一鹿嶋市長、鹿島アントラーズ・エフ・シー
の小泉文明代表取締役社長が記者会見を開
き、建設予定地を現スタジアム隣接地である
卜伝の郷運動公園とすること、33 年の開業を
目指すことなどを明らかにした。本年度には
基本計画の策定を行う計画だ。
　同スタジアムは単なるスポーツ施設という枠
にとどまらず、地域のシンボル、賑わいの拠
点として唯一無二の存在となっている。新ス
タジアムとなってもそれは変わらない。むしろ、
さらなる地域発展の起爆剤として期待される
だろう。30 年以上前、鹿島開発による課題
の解決に同スタジアムが貢献したように、新
スタジアムにも新たな時代の牽引役となること
を期待したい。� （写真提供：茨城県）

1993年に無事に完成した県立カシマサッカースタジアム。鹿島アントラーズの活躍もあ
り、県内外のサッカーファンでにぎわい、地域の活性化にも大きく貢献した。本稿では
2002年のワールドカップ招致に伴う増築工事、そして未来を見据えた新スタジアムの建
設計画について書いていく。

茨城でワールドカップを

　2002 年に日本と韓国の共催で実施される
こととなったサッカーワールドカップ。本県は
いち早く県内でのワールドカップ開催に向け
て動き出していた。日韓共催でのワールドカッ
プ開催が決定したのは1996 年だが、それ以
前から招致活動を進めていた。93 年 1月に
国内開催 15 候補地のひとつに決定。同年 4
月にはワールドカップ茨城招致委員会が設立
され、本県は招致活動を本格的に展開。96
年 12月に国内開催自治体に選定された。
　開催地決定を受け、当時の知事である橋
本昌氏はスタジアムの増築を表明。世界規模
の大会に対応するための改修工事が行われる
こととなった。

客席4万人規模への改修

　工事は 98 年 10月から2001年 5月までの
期間で行われた。設計は日建設計、本体工

事の施工は竹中・住友・勝村・常総・岡部Ｊ
Ｖが担当した。
　主な工事の内容は観客席の増設。当初の
1万 5870人収容から4万 1800人収容へと規
模を拡大した。既存のフィールド部分と観客
席は生かして改修された。工事中も同スタジ
アムでサッカー観戦をしたいという地元の強い
要望により、工事期間中に19 試合が開催さ
れた。
　改修により、スタジアムの外観は大きく変
化。四角の屋根から特徴的なウエーブ状の屋
根を持つ楕円形となった。客席の形状に合わ
せて大きくうねる屋根は、鹿島灘の空に浮か
ぶ雲と風をイメージ。地域のシンボルにふさわ
しい姿に生まれ変わった。
　また、サッカー専用スタジアムの特性を生
かすため2階席の傾斜角を33度とし、どの
席からも観戦しやすいように工夫を施した。
　そのほか車椅子席や障害者用トイレ、女性
用トイレを増設し、全ての観客が快適に観戦
できる環境を整えた。

ワールドカップ関連道路の整備

　ワールドカップ開催に伴い、インフラ整備
も大きく進んだ。大会関係者および観戦客
の輸送ルートとなる道路をワールドカップ関
連道路と位置づけ、重点的に整備を推進し
た。国土交通省が国道 51号鹿嶋バイパス（Ｌ
8300 ｍ）を、県が国道 124号鹿島バイパス
（Ｌ4660 ｍ）、県道鹿島港線（Ｌ3870 ｍ）、
県道潮来佐原線（Ｌ2500 ｍ）、県道大洋鹿
島線（Ｌ980 ｍ）、都市計画道路須賀佐田線
（Ｌ460 ｍ）を、鹿嶋市が都市計画道路神野

押合線（Ｌ720 ｍ）、市道駅北神向寺線（Ｌ
2000 ｍ）、市道スタジアムはまなす線（Ｌ700
ｍ）、市道平井ハイアメ線（Ｌ500 ｍ）を整備。
交通輸送対策に大きな効果をもたらした。
　また、多くの観客が利用する鹿島サッカー
スタジアム駅宮中跨線橋の通路と階段を拡
幅。安全で円滑な通行を確保した。

世界的イベントの会場に

　増築工事が完了した同スタジアムでは、ワー
ルドカップのグループリーグ 3試合（アルゼン
チン対ナイジェリア、ドイツ対アイルランド、イ
タリア対クロアチア）が開催された。世界中
のサッカーファンが、同スタジアムでプレイす
る選手の姿を目の当たりにし、熱狂した。
　6月8日に行われたイタリア対クロアチア戦。
試合前には県内の小学生により構成された選
抜サッカーチーム同士の試合が行われた。当
時、選抜チームの一員としてプレイした㈱伊
東建設（鉾田市）の伊東優考取締役専務兼
アカデミーダイレクターは「満員の観客で、歓
声がものすごかった。今思い返しても鳥肌が
立つくらいの感動。素晴らしいスタジアムでプ
レイさせてもらったことは一生の思い出」と
語った。
　ワールドカップ終了後も、現在に至るまで
同スタジアムには県内外から多数の観客が来
場しており、地域の賑わいに貢献している。
06 年にはアントラーズの運営会社である㈱鹿
島アントラーズ・エフ・シーが指定管理者となっ
た。東京オリンピックではサッカー競技の会
場として使用された。
　また、25 年からは鹿島アントラーズ・エフ・
シーの筆頭株主であるメルカリが同施設の
ネーミングライツ権を取得。「メルカリスタジア
ム」の愛称で親しまれている。

新スタジアム建設へ

建設
県立カシマサッカースタジアム（後編）

～偉人と建設～

ろまんばなし

浪浪 漫漫 譚譚

スタジアム竣工式スタジアム竣工式

県招致委員会設立の挨拶をする橋本知事県招致委員会設立の挨拶をする橋本知事

新スタジアム建設会見に臨んだ新スタジアム建設会見に臨んだ
大井川知事（中央）、小泉社長（左）、田口市長（右）大井川知事（中央）、小泉社長（左）、田口市長（右）

スタジアムの改修工事の状況スタジアムの改修工事の状況

新スタジアムは新たな時代の牽引役に
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総合不動産・総合建設業

芙蓉リビング株式会社
茨城県つくば市東新井２２番地１５－３

https://www.fuyou-living.com/

茨 城 県 取 手 市 片 町 ３ ３ ０ 番 地 １

https://www.fuyou-x-sell.com/

総合不動産

芙蓉エクセル株式会社

あなたのためのニーズに応える

グループ
代表取締役　水　野　美　樹

〒302－0026　茨城県取手市稲1201番地1
TEL　0297－86－6501　
FAX　0297－86－6502　

株式会社 百代テクノクリーン
公益社団法人 日本下水道管路管理業協会会員

営業内容／下水道管内TVカメラ調査など

代表取締役会長

代表取締役社長

野　口　秀　英
野　口　大　輝

代表取締役　堀　江　新　一

〒308－0847　茨城県筑西市玉戸 1080
TEL 0296－28－1033
FAX 0296－28－2401

人と地球にもっと笑顔を。一歩先を行く環境事業の推進。 
Think environment first

住所  茨城県行方市新宮 745　TEL 0299-73-2123　FAX 0299-73-2144
E-mail　info@fujiken1.com　　  URL　http://www.fujiken1.com 

環境 ・地域 ・新技術をテーマに次世代を拓く、総合建築のプロフェッショナル

藤﨑建設工業株式会社

〒300－3264　茨城県つくば市篠崎 1215 番地
TEL 029－864－1919 ㈹
FAX 029－864－8050
http://hidesho.com

代表取締役　植　村　和　徳

株式会社 秀 商

(公社)日本下水道管路管理業協会員
光硬化工法協会員・FFT-S工法施工会員
LB工法協会員 MLR工法協会員
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計
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、
推
計
で
は

28
年
度
に
教
室
数
が
不
足
す
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
校
舎
を
増
築
し
て

対
応
す
る
。
基
本
・
実
施
設
計

は
㈱
匠
建
築
研
究
室
（
水
戸

市
）。

　
建
設
す
る
の
は
職
員
室
棟
と

特
別
教
室
棟
の
２
棟
。
既
存

校
舎
ま
で
の
渡
り
廊
下
な
ど
を

含
め
計
９
０
０
㎡
程
度
を
想

定
。
職
員
室
棟
は
管
理
・
教
室

棟
の
北
西
部
に
、
特
別
教
室
棟

は
屋
内
運
動
場
東
部
の
プ
ー
ル

が
あ
っ
た
場
所
に
配
置
す
る
予

は
公
募
に
向
け
て
要
求
水
準
書

の
作
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、

用
地
調
査
な
ど
を
進
め
る
。
公

募
の
申
請
期
間
を
で
き
る
だ
け

長
く
確
保
し
た
い
た
め
、
年
度

内
に
資
料
を
公
表
す
る
可
能
性

も
あ
る
よ
う
だ
。

　
な
お
、
そ
・
ら
・
ら
は
拡
張

を
計
画
し
て
お
り
、
遊
具
広
場

や
駐
車
場
な
ど
を
新
設
す
る
予

定
。
概
算
事
業
費
は
16
億
２
３

１
８
万
円
を
見
込
み
、
本
年
度

は
測
量
を
実
施
す
る
。
27
年
度

か
ら
設
計
な
ど
に
着
手
し
、
31

年
度
以
降
に
工
事
を
行
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
笠
間
市
は
老
朽
化
が
進
む
環

境
セ
ン
タ
ー
（
長
兎
路
仁
古
田

入
会
地
１

－

62
）
に
つ
い
て
、

基
幹
的
設
備
を
改
良
す
る
。
主

要
設
備
の
大
規
模
な
改
修
・
更

定
。
第
２
四
半
期
中
に
建
築
工

事
を
一
般
競
争
入
札
で
発
注

し
、
第
３
四
半
期
に
は
電
気
設

備
、
給
排
水
設
備
、
空
調
設
備

の
各
工
事
を
一
般
競
争
入
札
で

発
注
す
る
。
当
初
予
算
で
は
３

室
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
、

ホ
ー
ル
、
調
理
室
、
和
室
、
事

務
室
、
給
湯
室
、
印
刷
室
、
更

衣
室
、
ト
イ
レ
、
授
乳
室
、
倉

庫
な
ど
を
配
置
す
る
予
定
。

　
災
害
時
に
は
地
域
の
防
災
活

動
の
拠
点
と
し
て
避
難
所
と
な

る
こ
と
か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
導
入
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
高

機
能
化
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

　
新
施
設
の
建
設
工
事
は
、
市

第
７
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
（
24
～
28
年
度
）
期
間
内
の

完
成
を
目
指
し
て
い
く
。
工
事

発
注
は
従
来
ど
お
り
分
離
発
注

に
な
る
も
よ
う
。

で
最
も
優
れ
て
お
り
、
専
門
家

の
意
見
や
コ
ス
ト
以
外
の
評
価

な
ど
も
含
め
て
検
討
し
た
結

果
、
基
幹
的
設
備
改
良
に
よ
る

延
命
化
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。
現
在
は
基
幹
改
良
を
行
う

範
囲
の
検
討
や
延
命
化
の
効
果

検
証
な
ど
を
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
茨
城
事
務
所

で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
履
行

期
間
は
２
０
２
７
年
１
月
29
日

ま
で
。

　
概
算
事
業
費
の
内
訳
は
、
建

設
費
が
77
億
円
、
運
営
費
（
20

年
＋
処
理
委
託
料
）
が
１
４
６

億
８
０
０
０
万
円
、
そ
の
他
経

費
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
類
施
設

整
備
、
解
体
、
工
事
期
間
中
の

処
理
委
託
費
等
）
が
８
億
５
０

０
０
万
円
。

　
道
の
駅
か
つ
ら
は
、
１
９
９

２
年
４
月
に
特
産
品
直
売
セ
ン

タ
ー
か
つ
ら
と
し
て
営
業
を
開

始
。

　
近
隣
で
は
県
が
国
道
１
２
３

号
那
珂
川
大
橋
の
架
替
え
を
進

め
て
お
り
、
こ
の
影
響
を
受
け

る
た
め
、
現
在
地
の
東
側
隣
接

地
へ
移
転
す
る
。

　
新
施
設
の
規
模
は
Ｓ
造
２
階

建
て
１
７
６
０
㎡
。
１
階
に
は

直
売
所
や
休
憩
室
兼
情
報
発
信

室
な
ど
、
２
階
に
は
従
来
の
そ

ば
や
和
食
な
ど
が
楽
し
め
る
食

堂
の
ほ
か
、
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン

を
配
置
。
周
辺
の
自
然
環
境
の

恵
み
を
活
か
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
新
た
な
魅
力
の
創
出
が

期
待
さ
れ
る
。

年
７
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
。

焼
却
能
力
は
１
０
５
ｔ
／
日

（
52
・
５
ｔ
／
16
ｈ
×
２
炉
）。

粗
大
ご
み
処
理
施
設
の
処
理
能

力
は
35
ｔ
／
５
ｈ
。
建
物
の
延

定
。

　
工
事
発
注
は
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
建
築
、
電
気
設
備
、
給
排

水
設
備
、
空
調
設
備
の
４
分
離

で
発
注
す
る
見
通
し
。
工
期
は

建
築
が
18
カ
月
、
電
気
設
備
、

給
排
水
設
備
、
空
調
設
備
は
17

カ
月
を
見
込
む
。

　
城
里
町
は
道
の
駅
か
つ
ら

（
御
前
山
地
内
）
の
移
転
を
進

め
て
お
り
、
順
調
な
ら
ば
９
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す

る
見
通
し
。
２
０
２
７
年
度
以

降
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

の
第
２
期
工
事
に
着
手
し
て
い

く
。

　
第
２
期
工
事
で
は
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
、
広
場
兼
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
駐
車
場
、
管

理
棟
（
33
㎡
）、
屋
外
ト
イ
レ

（
既
存
再
利
用
、
60
㎡
）、
炊
事

棟
（
12
㎡
）
な
ど
の
整
備
を
予

　
小
美
玉
市
は
茨
城
空
港
（
百
里
飛
行
場
）
前
に
新
た
な

交
流
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
。
施
設
面
積
は
２
３
０
０
㎡

程
度
。
事
業
方
式
は
Ｄ
Ｂ
方
式
と
し
、
事
業
費
は
33
億
１

０
１
９
万
円
を
想
定
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
、
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
駐
車
場
を
含
む
外

構
な
ど
を
整
備
す
る
方
針
。
工
事
発
注
支
援
業
務
は
明
豊

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ワ
ー
ク
ス
㈱
が
担
当
し
、
順
調
な
ら
ば
２

０
２
７
年
度
の
事
業
着
工
、
30
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指

し
て
い
く
。

空
港
前

交
流
拠
点 
明
豊
が
工
事
発
注
支
援

Ｄ
Ｂ
方
式
で
27
年
度
着
工

小美玉市

設備関係工事は第３四半期想定
第２四半期に建築工事公告
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耐震貯水槽

配置図　Ｓ＝１：８００

開放学級開放学級

体育倉庫

倉庫 倉庫 倉庫
屋外トイレ

送風機室

屋内運動場

渡り廊下

校舎

倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

ボンベ室

送風機室

受水槽ホンプ室

建築基準法第４２条第２項
道路境界後退範囲を示す

：主たる出入口の位置を示す。
　（水戸市建築基準条例第６条）

±０ ：現況地盤高さを示す。

－凡　例－

15, 000 3, 000

4,
00
0

16
,0
00

36
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00

特別教室棟

No, 1: 調査位置

No, 2: 調査位置

職員室棟

11, 000 10, 000

KBM=0. 00m

※砕石舗装

※砕石舗装

※ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

特別教室棟
建設予定地

職員室棟
建設予定地

市道吉田149号線

幹
線
市
道
３
号
線

環
　
　
境

セ
ン
タ
ー 

改
修
・
更
新
で
延
命
化

設
備
改
良
の
検
討
進
む

笠 間 市

道
の
駅 

新
施
設
は
９
月
オ
ー
プ
ン

五
軒
市
民
セ
ン
タ
ー
改
築
へ

第
２
期
で
キ
ャ
ン
プ
場

根
本
建
築
で
設
計
進
む

城 里 町

水 戸 市

北山池北山池

多目的
広場
多目的
広場

施設
2,300㎡
施設

2,300㎡
展示スペース展示スペース

円形親水広場円形親水広場
斜面遊具
滑り台
斜面遊具
滑り台

駐車場
200台＋大型バス2台

駐車場
200台＋大型バス2台

配置計画図
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茨城県つくばみらい市下長沼118-1

確かな技術と誠実さで社会に奉仕致します

電話 0297(52)2298　　　
FAX 0297(52)4867　　　
URL https://www.ywr.co.jp/

株式
会社

本社　茨城県土浦市東崎町11－5
電　話　029(821)1105㈹
ＦＡＸ　029(822)1122

代表取締役 山　本　一　廣 代表取締役　柳　田　洋　一

茨城県東茨城郡茨城町小鶴1357－3
TEL　029（292）6103
FAX　029（292）9294
URL　http://www.yanagidagumi.co.jp/

heart ＆ technology

本 社
〒310－0013  水戸市若宮1丁目2番7号
TEL 029－224－6361㈹　FAX 029－224－6504

つくば営業所
〒300－0051  土浦市真鍋1－14－17　オクイビル3F
URL http://www.wachisyouji.co.jp

ALC・杭・地盤改良・耐火被覆・金属屋根・OAフロアー・パーテーション・雨水貯留・スポーツ床・グラウンド改良・防球ネット・
インターロッキング・平板・木製デッキ・門扉フェンス・公園施設・噴水・遊具・トイレ・サイン・コンクリート二次製品

新しい都市景観創造
自然と調和する、より豊かで快適な生活空間を支えていきたい。
自由な発想と先進の技術で、地域社会に貢献していきたい。　 

――私たちは、和知商事です。

総合建設業 ISO9001：2015認証取得

横田建設株式会社

本　社/〒310－0845 茨城県水戸市吉沢町667
TEL. （029）247－0830
FAX. （029）247－9899

代表取締役　横 田  修 一

〒310－0913　茨城県水戸市見川町 2131－114
ＴＥＬ 029－350－9081
ＦＡＸ 029－350－9079

代表取締役　五十嵐　勇哉
取締役副社長　五十嵐　翔太

株式会社 勇 進 組
鳶工・塗装・解体

茨城県知事許可（般‒03）第37709号

足場工事、鉄骨組立工事、建築土工事、鉄骨仮設材リース業、仮設計画事業、インベントステージ工事

茨城県知事許可（特-04）第21680号

株式
会社 ＭＳＫ（松本グループ）

代表取締役社長 松 　 浦 　 一 　 久

われら·夢·楽·創·人
総合建設業

㈲益子工務店
代表取締役　益　子　俊　文

本　社　〒319－3542　茨城県久慈郡大子町初原543
TEL　0295(78)0123(代表) 　　　
FAX　0295(78)0888  　　 　　　

県
北
地
域

県
北
地
域

主
要
事
業

　
日
立
市
は
、
常
陸
多
賀
駅
周

辺
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
現
在
は
自
由
通
路
と
駅
舎

の
設
計
や
道
路
整
備
に
向
け
て

の
事
業
用
地
取
得
を
進
め
て
お

り
、
本
年
度
か
ら
東
口
に
お
い

　
常
陸
太
田
市
は
、
新
総
合
体

育
館
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

現
在
は
新
総
合
体
育
館
の
新
築

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
り

ん
か
い
日
産
建
設
（
現
・
Ｒ
Ｎ

建
設
㈱
）・
鈴
縫
工
業
・
梅
原

工
務
店
Ｊ
Ｖ
が
担
当
。
本
年
度

で
外
構
工
事
や
外
構
建
築
工
事

を
進
め
て
い
く
計
画
で
、
２
０

２
８
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指

す
。

　
新
総
合
体
育
館
整
備
事
業

は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中
心
拠

点
と
し
て
山
吹
運
動
公
園
に
新

総
合
体
育
館
を
整
備
す
る
も

の
。
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
誰

も
が
気
軽
に　
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み　
夢
を
育
み　
賑
わ
い
が

て
工
事
車
両
進
入
路
と
な
る
道

路
整
備
工
事
に
着
手
。
西
口
で

は
本
体
工
事
の
準
備
と
し
て
西

口
仮
設
広
場
整
備
や
、
仮
駅
舎

整
備
工
事
に
着
手
す
る
計
画
。

段
階
的
に
事
業
に
取
り
組
ん
で

生
ま
れ
る　
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー

ナ
」。
整
備
方
針
は
①
市
民
の

誰
も
が
利
用
で
き
、
す
べ
て
の

人
に
や
さ
し
い
体
育
館
②
人
が

集
い
、
交
流
拠
点
と
な
る
体
育

館
③
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会
等

に
対
応
す
る
体
育
館

－

の
３
つ

を
挙
げ
て
い
る
。

　
新
総
合
体
育
館
の
建
物
規
模

は
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｒ
Ｃ
造
・
Ｓ

造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
６

８
７
５
・
９
５
㎡
を
想
定
し
て

お
り
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
や
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
、
多
目
的
ル
ー
ム
な
ど

を
配
置
し
、
観
覧
席
は
最
大
２

５
０
０
席
程
度
を
確
保
す
る
計

画
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
５
０

　
北
茨
城
市
は
、
関
本
町
富

士
ヶ
丘
揚
枝
方
地
区
へ
地
域
の

自
然
や
芸
術
を
生
か
し
た
新

キ
ャ
ン
プ
場
整
備
を
進
め
て
い

る
。
本
年
度
は
進
入
路
と
な
る

道
路
や
砕
石
駐
車
場
の
整
備
を

計
画
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
の

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
事

業
を
進
め
て
い
く
。

　
揚
枝
方
地
区
は
市
内
で
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
区
で
、

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
耕
作

放
棄
さ
れ
て
い
る
田
畑
が
多
く

見
ら
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
「
芸
術
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
展
開
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
が
有
す
る

恵
ま
れ
た
自
然
景
観
や
芸
術
を

生
か
し
た
新
キ
ャ
ン
プ
場
の
整

備
を
推
進
。
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
分
館
「
期
待
場
」
や
芸
術

　
常
陸
大
宮
市
は
道
の
駅
常
陸

大
宮
周
辺
整
備
事
業
と
し
て
、

道
の
駅
南
部
エ
リ
ア
を
活
用
し

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備

を
進
め
て
い
る
。
本
年
度
で
造

成
工
事
と
植
栽
工
事
に
取
り
か

か
る
計
画
だ
。

　
道
の
駅
常
陸
大
宮
周
辺
整
備

事
業
は
、
地
域
振
興
と
と
も
に

高
齢
者
な
ど
が
元
気
に
い
つ
ま

で
も
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が

る
拠
点
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

を
進
め
て
い
た
。

　
宮
後
た
め
池
廃
止
事
業
で

は
、
満
水
状
態
で
堤
体
が
決
壊

し
た
場
合
の
市
街
地
へ
の
浸
水

を
円
滑
に
提
供
で
き
る
庁
舎
②

災
害
時
の
拠
点
と
な
り
、
市
民

の
安
全
・
安
心
を
守
る
庁
舎
③

将
来
の
変
化
に
も
対
応
す
る
、

効
率
的
で
効
果
的
な
庁
舎
④
環

境
に
優
し
く
、
働
き
や
す
い
庁

舎
⑤
未
来
に
つ
な
が
る
機
能
的

な
議
事
堂
を
備
え
た
庁
舎

－

の

５
つ
を
挙
げ
た
。

　
新
本
庁
舎
の
延
べ
床
面
積

は
、
現
段
階
で
は
約
２
万
１
０

０
０
㎡
か
ら
２
万
４
０
０
０
㎡

「
常
陸
多
賀
駅
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

を
ま
と
め
た
。

　
駅
周
辺
の
一
体
的
な
空
間
デ

ザ
イ
ン
は
、
㈱
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ

ア
ー
キ
テ
ク
ツ
ス
タ
ジ
オ
一
級

建
築
士
事
務
所
が
担
当
。

　
工
事
用
進
入
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
市
道
６
７
６
９
号

線
な
ど
自
由
通
路
や
駅
舎
の
工

事
に
使
用
す
る
車
両
進
入
路
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
西
口
駅
前
広
場
に
つ
い
て

は
、
工
事
ヤ
ー
ド
と
し
て
使
用

す
る
た
め
に
仮
設
広
場
の
整
備

を
実
施
。
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更

や
広
場
の
縮
小
な
ど
を
行
う
。

ま
た
、
駅
舎
な
ど
の
工
事
に
向

け
て
仮
駅
舎
の
整
備
に
も
着
手

す
る
。
両
工
事
と
も
、
12
月
ご

ろ
の
開
始
を
計
画
し
て
い
る
。

四
半
期
内
の
入
札
と
な
る
見
込

み
だ
。

て
お
り
、
総
敷
地
面
積
は
２
万

２
３
２
６
㎡
、
総
延
べ
床
面
積

は
１
万
４
２
３
２
㎡
。
行
政
棟

は
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
、
厚
生
棟

が
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｗ
造
、
第
２
分

庁
舎
が
Ｓ
造
、
第
３
分
庁
舎
が

Ｓ
造
一
部
Ｒ
Ｃ
造
で
、
そ
れ
以

外
の
建
物
は
Ｒ
Ｃ
造
と
な
っ
て

お
り
、
行
政
棟
と
議
事
堂
、
厚

生
棟
は
築
50
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
。

　
本
庁
舎
の
課
題
と
し
て
本
庁

い
く
。

　
常
陸
多
賀
駅
は
市
内
で
最
も

多
く
の
居
住
人
口
を
有
す
る

多
賀
地
区
の
最
寄
り
駅
で
あ

り
、
重
要
な
都
市
拠
点
と
し
て

交
通
結
節
機
能
の
さ
ら
な
る
充

実
や
賑
わ
い
の
創
出
、
交
流
の

拡
大
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
市
で
は
２
０
２
０
年
３
月

に
「
常
陸
多
賀
駅
周
辺
地
区
整

備
計
画
」
を
策
定
。
24
年
５
月

に
は
、
事
業
地
の
活
用
方
針
や

機
能
の
導
入
方
針
な
ど
を
定

め
、
目
指
す
べ
き
「
ま
ち
の
将

来
像
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た

０
台
程
度
の
駐
車
場
を
配
置
す

る
予
定
。

　

実
施
設
計

は
、
安
井
建
築

設
計
事
務
所
・

柴
建
築
設
計
事

務
所
Ｊ
Ｖ
が
担

当
し
た
。

　
外
構
工
事
は

工
事
期
間
を
短

縮
す
る
た
め
、

４
つ
の
工
区
に

分
け
て
整
備
を

進
め
て
い
く
。

本
年
度
で
全
て

の
工
区
に
着
手

す
る
。

　
外
構
建
築
工

事
は
多
目
的
駐

車
場
上
屋
工
事

と
ト
イ
レ
設
置

工
事
を
想
定
し

て
お
り
、
第
４

　
ひ
た
ち
な
か
市
は
新
本
庁
舎

建
設
事
業
に
つ
い
て
、
２
０
２

５
年
11
月
に
基
本
構
想
を
ま
と

め
た
。
新
本
庁
舎
建
設
の
必
要

性
や
基
本
理
念
、
基
本
方
針
な

ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
骨
格
を
示

す
と
と
も
に
整
備
方
針
を
整
理

し
て
い
る
。
本
年
度
で
基
本
計

画
の
策
定
に
着
手
し
、
建
設
に

向
け
た
諸
条
件
等
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　
本
庁
舎
は
７
棟
で
構
成
さ
れ

活
動
拠
点
「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｅ
」
と
連
携
し
、
芸
術
体
験
を

楽
し
む
滞
在
拠
点
と
し
て
よ
り

一
層
の
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。

　
整
備
予
定
地
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
揚
枝
方
衛
星
通
信
所
の
北
側

（
面
積
約
３
万
㎡
）。
そ
の
ほ
か

に
建
物
と
し
て
管
理
棟
（
１

棟
）、
シ
ャ
ワ
ー
室
（
１
棟
）、

屋
外
ト
イ
レ
（
３
棟
）、
炊
事

場
（
３
棟
）
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
サ
イ
ト

（
１
棟
）
な
ど
の
整
備
を
計
画

し
て
い
る
。
施
設
の
構
造
・
規

模
と
し
て
Ｗ
造
平
屋
建
て
、
延

べ
床
面
積
約
１
６
７
４
㎡
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
造
成
設
計
は
㈱
開
発

計
画
研
究
所
、
建
築
基
本
・
実

施
設
計
は
㈱
根
本
建
築
設
計
事

務
所
が
担
当
し
た
。

ル
フ
場
の
整
備
を
推
進
す
る
も

の
。

　
計
画
面
積
は
約
１ 

ha
。
概

要
は
４
コ
ー
ス
（
32
ホ
ー
ル
）、

駐
車
場
約
60
台
、
休
憩
所
や
管

理
機
材
置
場
な
ど
を
整
備
す

る
。

　
２
０
２
７
年
度
に
は
駐
車
場

そ
の
他
設
備
工
事
を
実
施
。
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
27
年
秋
頃

を
予
定
し
て
い
る
。

　
な
お
実
施
設
計
は
、
㈱
那
珂

測
量
設
計
事
務
所
が
担
当
。

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
た
め

池
廃
止
に
向
け
て
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

　
現
時
点
で
は
堤
体
の
撤
去
を

検
討
し
て
い
る
。
堤
体
の
一
部

を
撤
去
す
る
か
全
体
を
撤
去
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
詳
細
設
計

を
ま
と
め
る
な
か
で
決
定
す
る

と
の
こ
と
。

を
目
安
と
し
て
お
り
、
公
共
施

設
の
集
約
・
複
合
化
や
多
機
能

化
す
る
場
合
に
は
規
模
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と

の
こ
と
。

　
新
本
庁
舎
に
求
め
ら
れ
る
機

能
や
建
設
位
置
、
事
業
費
な
ど

に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画
を
ま

と
め
る
な
か
で
具
体
的
に
検
討

し
て
い
く
と
い
う
。
基
本
計
画

は
複
数
年
度
か
け
て
策
定
を
進

め
て
い
く
。

　
高
萩
市
は
、
本
年
度
か
ら
宮

後
た
め
池
廃
止
事
業
に
着
手
。

本
年
度
は
廃
止
工
事
に
向
け
た

詳
細
設
計
を
進
め
て
い
く
計
画

で
、
中
央
開
発
㈱
が
担
当
。
着

工
は
27
年
度
以
降
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
宮
後
た
め
池
は
総
貯
水
量
４

万
８
０
０
０
㎥
で
、
堤
高
は
12

ｍ
。

　
農
業
用
た
め
池
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
使
用

さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
ま

た
常
時
取
水
口
を
解
放
し
て
お

り
、
水
を
貯
め
な
い
よ
う
に
管

理
し
て
い
る
と
い
う
。

　
全
国
の
た
め
池
の
多
く
で
老

朽
化
が
進
行
し
、
近
年
の
局
地

的
な
大
雨
や
大
規
模
な
地
震
の

発
生
な
ど
に
よ
り
た
め
池
の
被

害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
状

況
を
受
け
て
、
市
で
は
宮
後
た

め
池
を
廃
止
す
る
方
針
で
検
討

舎
の
分
散
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
の
限
界
、
災
害
時
に
お
け

る
業
務
継
続
性
と
老
朽
化
の
懸

念
、
本
庁
舎
の
狭
隘
化
を
挙
げ

て
お
り
、
課
題
解
決
に
は
本
庁

舎
の
建
て
替
え
が
不
可
欠
と
し

て
い
る
。

　
基
本
構
想
に
よ
れ
ば
、
基
本

理
念
は
「
利
用
し
や
す
く
、
災

害
に
強
い
、
機
能
的
な
庁
舎
」。

基
本
方
針
と
し
て
①
誰
も
が
利

用
し
や
す
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

▲グランドデザインから駅のゾーニング

常
陸
多
賀
駅
周
辺
整
備
事
業

仮
駅
舎
整
備
な
ど
着
手

日立市

揚枝方地区へ新キャンプ場
交流人口拡大を図る

北茨城市

新
体
育
館
の
外
構
工
事
推
進

28
年
度
供
用
開
始
目
指
す

常陸太田市

本
年
度
で
基
本
計
画
策
定

新
本
庁
舎
を
建
設

ひたちなか市

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備

造
成
と
植
栽
工
事
実
施

常陸大宮市

本
年
度
は
詳
細
設
計

宮
後
た
め
池
を
廃
止

北茨城市
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2026年
盛夏

県
南
地
域

県
南
地
域

主
要
事
業

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
米
の
保

管
、
精
米
、
配
送
等
を
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
米
流
通

拠
点
の
整
備
計
画
を
進
め
て
い

る
。
２
０
２
７
年
度
の
供
用
へ

向
け
、
本
年
度
に
は
工
事
を
発

注
す
る
。
現
在
も
設
計
の
策
定

を
進
め
て
い
る
た
め
、
発
注
時

期
は
設
計
の
策
定
完
了
後
と
な

る
よ
う
だ
。
工
事
費
と
し
て
は

11
億
６
６
７
３
万
５
０
０
０
円

を
確
保
し
て
い
る
。

　
建
設
場
所
は
福
岡
２
２
４
６

－

６
ほ
か
８
筆
で
敷
地
面
積
は

５
２
４
１
㎡
。
建
物
は
Ｓ
造
一

部
２
階
建
て
２
０
０
０
㎡
。
米

保
管
量
は
最
大
９
６
０
ｔ
程

度
、
生
産
能
力
は
年
間
２
４
０

０
ｔ
程
度
。
設
計
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
㈱
。

　
市
で
は
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
を
図
る
た
め
「
み
ら
い
型

農
業
」
を
推
進
し
て
い
る
。
こ

の
取
り
組
み
が
奏
功
し
、
市
内

な
っ
て
い
る
。

　
市
は
２
０
２
４
年
度
に
基
本

計
画
を
中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

㈱
に
、
25
年
度
に
測
量
及
び
詳

細
設
計
業
務
を
㈱
ア
イ
ワ
技
研

に
委
託
。
設
計
段
階
で
の
検
討

範
囲
は
延
長
５
０
０
ｍ
、
検
討

面
積
を
１
万
２
５
０
０
㎡
と
し

て
い
る
。

　
い
よ
い
よ
26
年
度
か
ら
は
工

事
に
取
り
掛
か
る
。
整
備
内
容

と
し
て
は
、
道
路
空
間
の
再
配

分
を
行
い
な
が
ら
歩
行
空
間
を

拡
張
。
歩
道
の
整
備
や
、
使
わ

ク
ー
ル
バ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー
や

学
童
保
育
施
設
な
ど
小
学
校
統

合
に
伴
う
附
帯
施
設
も
近
接
し

て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
中
学
校
敷
地
の
北
側
か

ら
西
側
方
向
の
隣
接
地
（
約
２

万
５
０
０
０
㎡
）
を
収
用
し
、

一
体
的
に
整
備
す
る
。
校
舎
は

現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
屋
内

運
動
場
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
整

　
日
本
陸
上
競
技
連
盟
第
３
種

公
認
競
技
場
と
し
て
の
公
認
期

間
満
了
に
伴
い
、
更
新
に
必
要

と
な
る
改
修
等
を
行
い
競
技
者

の
記
録
を
支
え
る
環
境
を
確
保

す
る
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
記
録
会
や

大
会
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
交

流
人
口
拡
大
や
地
域
活
性
化
を

　
川
口
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

に
お
け
る
広
い
歩
行
空
間
は
、

中
心
市
街
地
の
川
口
運
動
公
園

や
土
浦
港
方
面
か
ら
亀
城
公
園

ま
で
を
繋
ぐ
回
遊
動
線
で
あ

り
、
ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
歩

行
者
利
便
増
進
道
路
の
活
用
を

　
石
岡
市
は
八
郷
地
区
へ
の
統

合
小
学
校
建
設
を
計
画
し
て

い
る
。
八
郷
中
学
校
の
敷
地
内

に
、
施
設
隣
接
型
の
小
中
一
貫

校
と
し
て
整
備
す
る
計
画
で
、

本
年
度
は
測
量
業
務
を
実
施
す

る
。
設
計
に
も
本
年
度
か
ら
着

手
す
る
予
定
で
、
補
正
予
算
で

事
業
費
を
確
保
す
る
考
え
だ
。

市
が
策
定
し
た
基
本
構
想
案
で

は
校
舎
と
体
育
館
を
合
わ
せ
た

施
設
規
模
を
８
４
７
２
・
８
㎡

と
見
込
み
、
校
舎
は
Ｒ
Ｃ
造
３

等
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
施
す

る
米
流
通
拠
点
を
整
備
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
地
域
農
業
と
市
場

を
効
果
的
に
繋
ぎ
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
需
要
に
適
切
に
対
応
。

さ
ら
に
金
芽
米
に
よ
る
市
民

の
健
康
づ
く
り
や
賑
わ
い
の
創

出
な
ど
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
の

米
」
を
基
軸
と
し
た
好
循
環
を

生
み
出
し
て
い
く
考
え
。

い
す
席
12
席
、
付
添
者
席
12

席
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
棟
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ハ
ウ
ス
、
倉
庫
、
屋
外
ト

イ
レ
２
カ
所
、
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ

プ
広
場
屋
根
、
障
害
者
用
駐
車

場
屋
根
、
駐
輪
場
屋
根
、
バ
ス

停
留
所
屋
根
な
ど
を
設
置
す

る
。

　
ト
ラ
ッ
ク
は
第
４
種
公
認

（
第
３
種
相
当
）
と
し
、
４
０

０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
１
面
（
全
天
候

型
舗
装
８
レ
ー
ン
、
直
線
路
９

レ
ー
ン
）
を
配
備
。
ウ
ォ
ー
ム

ア
ッ
プ
広
場
（
80
ｍ
直
線
路
）、

園
路
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備

（
照
明
塔
４
基
）、
駐
車
場
、
駐

　
土
浦
市
は
川
口
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
歩
行
空
間
再
構
築

事
業
を
進
め
て
い
る
。
当
初
予

算
で
２
カ
年
１
億
４
３
１
４
万

円
の
継
続
費
を
設
定
。
約
１
４

０
ｍ
区
間
の
工
事
を
行
う
予
定

で
、
発
注
時
期
は
下
期
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
同
事
業
は
旧
上
郷
高
校
跡

地
（
上
郷
２
４
９
４

－

３
）
の

敷
地
約
７
・
２ 
ha
を
活
用
し
、

新
た
な
陸
上
競
技
場
を
整
備
す

る
も
の
。
設
計
は
㈱
あ
い
造
園

設
計
事
務
所
・
㈱
増
山
栄
建
築

設
計
事
務
所
・
㈱
申
建
築
設
計

事
務
所
Ｊ
Ｖ
が
策
定
中
。
既
存

建
物
の
解
体
工
事
は
㈱
田
﨑
が

担
当
し
て
い
る
。

　
施
設
概
要
は
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
が
Ｒ
Ｃ
造
（
観
覧
場
屋
根
Ｓ

造
）
２
階
建
て
延
べ
床
１
１
８

６
・
８
２
㎡
。
座
席
数
は
一
般

観
客
席
３
９
２
席
、
車
い
す
席

30
席
、
付
添
者
席
12
席
。
１
階

に
管
理
事
務
所
や
医
務
室
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
倉
庫
、

ト
イ
レ
な
ど
を
、
２
階
に
記
録

室
、
放
送
室
、
本
部
室
、
更
衣

室
な
ど
を
設
け
る
。

　
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
は
Ｓ
造
平

屋
３
０
４
・
７
２
㎡
。
座
席
数

は
一
般
観
客
席
２
７
６
席
、
車

外
に
お
い
て
市
内
産
米
の
認
知

度
は
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
も
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　
今
後
、
こ
の
返
礼
品
と
し
て

の
需
要
に
適
切
に
対
応
で
き
る

米
の
確
保
や
、
販
路
拡
大
に
よ

る
米
農
家
の
更
な
る
所
得
向
上

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か

ら
、
米
の
保
管
、
精
米
、
配
送

れ
て
い
な
い
水
路
部
分
を
活
用

し
て
滞
留
空
間
を
整
備
。
ベ
ン

チ
の
設
置
な
ど
を
行
う
計
画

だ
。

　
工
事
は
３
工
区
に
分
け
て
行

う
。
１
工
区
は
26
～
27
年
度
に

実
施
す
る
。
場
所
は
モ
ー
ル
の

Ａ
棟
と
Ｂ
棟
の
前
で
延
長
は
約

１
４
０
ｍ
。
そ
の
後
、
順
次
２

工
区
と
３
工
区
の
工
事
を
実
施

す
る
予
定
だ
。

　
全
体
事
業
費
は
４
億
１
５
６

４
万
６
０
０
０
円
を
試
算
し
て

い
る
。

備
す
る
予
定
。

　
今
後
の
工
程
と
し
て
は
26
年

度
に
基
本
設
計
、
26
～
27
年
度

に
実
施
設
計
を
策
定
す
る
。
そ

の
後
、
28
～
30
年
度
の
３
カ

年
（
28
カ
月
）
で
小
学
校
建
設

工
事
を
行
う
。
学
童
ク
ラ
ブ
工

事
は
29
～
30
年
度
、
外
構
工
事

は
30
年
度
の
実
施
を
見
込
む
。

開
校
は
31
年
度
を
予
定
し
て
お

り
、
既
存
屋
内
運
動
場
の
解
体

工
事
も
31
年
度
に
実
施
す
る
見

通
し
だ
。

　
な
お
、
基
本
構
想
の
策
定
は

㈱
桂
設
計
茨
城
事
務
所
が
担
当

し
た
。

図
る
。

　
主
な
事
業
内
容
は
タ
ー
タ
ン

ト
ラ
ッ
ク
の
改
修
で
、
傷
ん
で

い
る
箇
所
の
ウ
レ
タ
ン
の
交
換

な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
や
り
投

げ
の
場
所
の
増
設
や
円
盤
投
げ

の
サ
ー
ク
ル
の
高
さ
の
か
さ
上

げ
、
砂
場
の
補
正
な
ど
も
行

う
。

　
現
在
の
計
画
で
は
、
11
月
ご

ろ
か
ら
工
事
を
開
始
し
て
２
０

２
６
年
度
内
の
工
事
完
了
を
目

指
す
。

位
置
付
け
て
い
る
。
幅
員
は
約

20
ｍ
。

　
１
９
８
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し

て
以
降
、
市
民
や
来
街
者
に
親

し
ま
れ
て
き
た
が
、
整
備
か
ら

約
40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
時
代
に
合
わ

せ
た
施
設
へ
の
更
新
が
必
要
と

階
建
て
を
想
定
。
２
０
２
８
年

度
の
着
工
、
31
年
度
の
開
校
を

目
指
す
。

　
施
設
隣
接
型
の
小
中
一
貫
校

と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
八
郷

中
学
校
校
舎
に
近
接
し
て
統
合

小
学
校
校
舎
を
建
設
す
る
必
要

が
あ
る
。
新
校
舎
や
屋
内
運
動

場
は
現
八
郷
中
学
校
敷
地
内
で

の
整
備
が
前
提
と
な
る
が
、
ス

　
龍
ケ
崎
市
は
Ａ
Ｉ
メ
カ
テ
ッ

ク
フ
ィ
ー
ル
ド
龍
ケ
崎
（
た
つ

の
こ
フ
ィ
ー
ル
ド
）
の
改
修
工

事
を
本
年
度
に
実
施
す
る
。
予

算
額
は
１
億
３
６
８
０
万
円

（
工
事
費
１
億
２
９
５
８
万
円
、

備
品
購
入
費
５
２
８
万
円
）。

９
月
ご
ろ
の
工
事
発
注
を
見
込

ん
で
い
る
。

輪
場
、
防
災
設
備
な
ど
も
設
け

る
。

　
道
路
は
、
敷
地
西
側
で
新
設

を
行
う
。
こ
れ
は
、
敷
地
中
央

を
通
る
市
道
３

－

２
１
８
９
号

線
の
廃
道
に
伴
う
も
の
。
東
側

道
路
と
南
側
道
路
は
６
ｍ
へ
拡

幅
。
一
部
（
ク
ラ
ン
ク
部
）
は

８
ｍ
へ
拡
幅
す
る
。
そ
の
ほ

か
、
北
側
の
市
道
に
は
歩
道
を

新
設
す
る
。

　
下
水
道
管
の
布
設
替
え
も
行

う
。
現
況
の
ポ
ン
プ
に
よ
る
汚

水
圧
送
を
取
り
や
め
、
自
然
流

下
に
改
修
。
開
発
区
域
内
の
新

設
道
路
・
歩
道
に
汚
水
排
水
管

や
マ
ン
ホ
ー
ル
を
新
設
す
る
。

陸
上
競
技
場
の
建
設
工
事

９
月
上
旬
に
一
般
競
争

つくば市

　
つ
く
ば
市
は
陸
上
競
技
場
の
建
設
工
事
に
本
年
度
か
ら
取
り
掛
か
る
。
９
月
上
旬
に
一
般

競
争
入
札
を
公
告
し
、
12
月
議
会
で
の
工
事
契
約
議
案
提
出
を
目
指
す
。
施
設
以
外
に
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
併
せ
て
行
う
予
定
で
、
本
体
工
事
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
一
括
で
発

注
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
事
業
費
と
し
て
は
本
年
度
当
初
予
算
で
３
カ
年
総
額
57
億
７
６
５

０
万
７
０
０
０
円
の
継
続
費
を
設
定
し
て
い
る
。

　
河
内
町
は
新
庁
舎
の
建
設
に

向
け
て
10
月
か
ら
実
施
設
計
に

取
り
掛
か
る
。
着
工
は
２
０
２

８
年
度
を
目
指
す
。
建
物
の
構

造
は
Ｒ
Ｃ
造
を
主
体
と
し
、
一

部
Ｗ
造
や
Ｓ
造
も
含
ま
れ
る
。

階
数
は
３
階
建
て
で
、
延
べ
床

面
積
は
約
２
９
０
０
㎡
を
想
定

す
る
。

　
現
庁
舎
は
竣
工
か
ら
50
年
以

上
が
経
過
。
施
設
の
老
朽
化
や

執
務
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
と
い
っ

た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
現

庁
舎
敷
地
西
側
へ
の
建
て
替
え

を
行
う
。
基
本
設
計
は
楠
山
設

計
・
相
澤
建
築
設
計
事
務
所
Ｊ

Ｖ
で
８
月
末
ま
で
に
策
定
を
終

え
る
予
定
。

　
基
本
計
画
時
点
で
は
概
算
事

業
費
は
約
36
・
６
億
円
で
こ
の

う
ち
本
体
工
事
を
約
24
・
２
億

円
と
し
て
い
る
が
、
昨
今
の
物

価
上
昇
の
影
響
も
あ
り
、
変
動

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

米流通拠点建設に11.６億
27年度の供用開始目指す

つくばみらい市

川
口
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

歩
行
空
間
を
再
構
築

土浦市

八
郷
地
区
の
統
合
小
建
設

補
正
で
設
計
費
確
保

石岡市

た
つ
の
こ
フ
ィ
ー
ル
ド
改
修

９
月
ご
ろ
に
工
事
発
注

龍ケ崎市

新
庁
舎
の
建
設
事
業

10
月
か
ら
実
施
設
計

河内町
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【 本社 】
〒310－0804  水戸市白梅 1‒3‒23 興和ビル
TEL 029－225－6187 ㈹
FAX 029－224－0203

【 常陸太田営業所 】
〒313－0222  常陸太田市松平町 230‒2
TEL 0294－70－5180
FAX 0294－70－5181

代表取締役　平　根　成　浩

造園土木・一般土木・とび土工・法面処理・設計施工管理

代表取締役　櫻　井　俊　一

〒301－0011　茨城県龍ケ崎市横町 4235－11
TEL 0297－62－0128
FAX 0297－62－0151

櫻井建設工業株式会社

代表取締役 栗　山　秀　樹

〒300－0427　茨城県稲敷郡美浦村布佐 1049
TEL 029－885－0477
FAX 029－885－0835

「次世代に引き継がれる最高のものづくりを提供していく」

明治 大正 昭和 平成 令和
創業121年

〒319－0123　小美玉市羽鳥2607－２　TEL 0299－46－0006

代表取締役 久保田　敏　夫
代表取締役　�　原　清　寿

本　社　〒310－0851　水戸市千波町369番地１
TEL　029－241－6722㈹
FAX　029－241－4428

営業所　常陸太田市・那珂市・笠間市

おかげさまで創立 67 年

建設コンサルタント／補償コンサルタント／測量業登録

共同測量株式会社

代表取締役　斉　藤　　　実

〒300－0805　茨城県土浦市宍塚 1677－1
TEL 029－821－2891
FAX 029－821－2882

代表取締役　小　松　﨑　卓

〒319－0205　茨城県笠間市押辺2709－101
TEL　0299－45－2443
FAX　0299－45－7588

小松崎建設株式会社
特定建設業

KOMATSUZAKI

代表取締役 高根澤 和人

株式会社五建興業株式会社五建興業

〒311‒3137　茨城県東茨城郡茨城町網掛 30
TEL 029‒293‒9525　FAX 029‒293‒6302
URL http://www.gokenkogyo.com/company

〒300－0331
茨城県稲敷郡阿見町阿見 4666－3084
TEL 029－887－4834
FAX 029－888－2857

代表取締役　杉　原　栄　司

株式会社 杉原建設
特定建設業

代表取締役専務

特定建設業　 茨城県知事許可　第32975号

●鹿嶋本社　 　 　 　 　 〒 3 1 4 ‒ 0 0 1 2
 茨 城 県 鹿 嶋 市 平 井 1 0 6 0 － 1
　 TEL/0299‒82‒8077 FAX/0299‒94‒5010
●神栖本店　 　 　 　 　 〒 3 1 4 ‒ 0 1 4 8
 茨 城 県 神 栖 市 深 芝 1 4 － 1
　 TEL/0299‒77‒8035 FAX/0299‒77‒8036
●東京営業所　 　 　 　 〒 1 1 1 ‒ 0 0 2 4
 東 京 都 台 東 区 今 戸 1 － 2 － 1 3
　 TEL/03‒6794‒2524 FAX/03‒6794‒2524

取 締 役 会 長　河　野　　　武
代表取締役社長　河　野　　　真

〒319－1117　茨城県那珂郡東海村東海 2－1－19
TEL 029－282－1333
FAX 029－283－1363

総 合 建 設 業
株式
会社 

県
西
地
域

県
西
地
域

主
要
事
業

　
常
総
市
は
、
水
海
道
地
区
市

街
地
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
進
め

て
い
る
。
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
（
旧
報
徳
銀
行
）
と
市

民
の
広
場
は
、
本
年
度
内
に
も

改
修
工
事
に
着
手
し
た
い
考

え
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
整

備
を
市
役
所
第
一
分
庁
舎
の
解

体
跡
地
で
進
め
る
。
10
月
末
頃

ま
で
に
設
計
を
策
定
し
、
順
調

な
ら
ば
12
月
頃
の
解
体
工
事
入

札
、
２
０
２
７
年
１
月
頃
の
着

工
を
目
指
し
て
い
く
。
保
健
セ

ン
タ
ー
の
整
備
は
、
順
調
な
ら

ば
27
年
２
月
頃
の
入
札
、
３
月

議
会
で
承
認
を
得
た
後
に
着
工

す
る
見
通
し
。

　
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
耐
震
改
修
工

事
、
内
外
装
改
修
工
事
、
電
気

設
備
工
事
、
給
排
水
衛
生
設
備

　
（
仮
称
）
保
健
子
育
て
複
合

文
化
施
設
は
、
中
央
公
民
館
と

工
事
、
空
調
設
備
工
事
な
ど
を

行
う
。
実
施
設
計
は
㈱
三
上
建

築
事
務
所
が
担
当
。
現
時
点
で

は
、
27
年
度
夏
頃
の
供
用
開
始

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
市
民
の
広
場
で
行
う
改
修
工

事
の
内
容
は
、
遊
具
、
ベ
ン

チ
、
芝
生
お
よ
び
植
栽
、
マ
ル

シ
ェ
等
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
、
給
水
設
備
、
照
明
設
備
、

サ
イ
ン
等
の
設
置
な
ど
を
想
定

す
る
。
現
時
点
で
は
、
27
年
春

の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

　
敷
地
面
積
は
４
０
０
０
㎡

（
改
修
面
積
２
８
０
０
㎡
）。
基

本
計
画
策
定
お
よ
び
基
本
設
計

業
務
は
㈱
オ
ー
プ
ン
・
エ
ー
が

担
当
。

　
市
役
所
第
一
分
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
築
年
数
約
50
年
以
上
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

保
健
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
し
、

子
育
て
支
援
機
能
を
加
え
る
施

　
古
河
市
は
、
篆
刻
美
術
館

（
中
央
町
２

－

４

－

18
）
屋
根

の
改
修
工
事
に
向
け
、
実
施
設

計
業
務
を
進
め
て
い
る
。
設
計

は
㈱
ａ
ｎ
ｄ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
建
築
設

計
事
務
所
が
担
当
し
、
９
月
末

ご
ろ
ま
で
を
目
途
に
策
定
す
る

見
込
み
。
本
年
度
内
に
も
工
事

に
着
手
し
た
い
考
え
だ
。

　
現
状
、
屋
根
の
瓦
の
歪
み
な

ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、

耐
火
構
造
）
３
階
建
て
、
１
～

４
号
棟
の
延
べ
面
積
は
約
４
６

８
６
㎡
。
４
号
棟
の
管
理
戸
数

　
坂
東
市
は
、
坂
東
Ｐ
Ａ
ハ
イ

ウ
ェ
イ
・
オ
ア
シ
ス
整
備
事
業

を
進
め
て
い
る
。
調
整
池
整
備

工
事
は
第
３
四
半
期
に
一
般
競

争
入
札
を
公
告
し
た
い
考
え
。

工
期
は
８
カ
月
。
当
初
予
算
で

は
工
事
費
１
億
１
３
０
０
万
円

を
計
上
し
た
。

　
調
整
池
の
面
積
は
約
６
７
０

０
㎡
。
本
年
度
は
排
水
整
備

稲
葉
建
設
が
担
当
し
た
。

　

筑
波
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
筑
波
山
の
中
腹
に
位
置
す

る
。
テ
ン
ト
サ
イ
ト
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
サ
イ
ト
、
管
理
棟
、
ト

イ
レ
な
ど
の
機
能
を
有
す
る
。

　
五
霞
町
は
、
第
２
期
子
育
て

支
援
住
宅
を
推
進
す
る
た
め
、

当
初
予
算
で
整
備
導
入
可
能
性

調
査
業
務
委
託
料
２
０
０
万
円

を
計
上
し
た
。
本
年
度
は
整
備

場
所
や
規
模
な
ど
も
含
め
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
考
え

だ
。

　
予
定
工
事
費
は
約
７
億
５
０

０
０
万
円
（
税
込
）
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
桜
川
市
は
、
筑
波
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
（
真
壁
町
羽
鳥
地
内
）

第
２
次
再
整
備
工
事
を
実
施
す

る
。
本
年
度
は
ト
イ
レ
の
設
置

や
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
解
体
な
ど
を

行
う
予
定
で
、
９
月
ご
ろ
に
も

一
般
競
争
入
札
を
公
告
し
た
い

考
え
。
工
事
期
間
は
６
カ
月
を

見
込
む
。
当
初
予
算
で
は
、
事

業
費
６
０
０
０
万
円
を
計
上
し

た
。

　
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
１
棟

を
整
備
し
て
い
く
予
定
。

　
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
、
木
造
平
屋

建
て
の
建
物
５
棟
を
解
体
し
て

い
く
。
築
年
数
は
30
年
以
上
が

経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進

イ
レ
等
の
設
置
、
発
電
機
に
よ

る
電
力
確
保
等
を
想
定
す
る
。

　
ま
た
、
使
い
や
す
い
ホ
ー

ル
・
舞
台
関
連
設
備
を
意
識

し
、
全
て
の
利
用
者
が
安
全
で

快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
の
実

現
を
目
指
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
設
備
導
入
も
検

討
し
て
い
く
。
管
理
手
法
は
直

営
と
す
る
見
通
し
。

　
概
算
事
業
費
の
内
訳
は
、
本

体
工
事
費
40
億
円
、
設
計
・
監

理
費
３
億
円
、
外
構
工
事
費
２

こ
と
か
ら
、
解
体
し
て
保
健
セ

ン
タ
ー
（
特
定
保
健
指
導
施
設

等
）
を
整
備
す
る
。
補
正
予
算

で
は
、
解
体
工

事
費
に
１
億
１

８
０
０
万
８
０

０
０
円
、
工
事

監
理
業
務
委
託

料
に
２
０
２
万

６
０
０
０
円
な

ど
を
計
上
。

　

保
健
セ
ン

タ
ー
移
転
に
向

け
た
基
本
設
計

は
、
㈱
三
上
建

築
事
務
所
が
優

先
交
渉
権
者
と

な
っ
た
。
補
正

予
算
で
は
実
施

設
計
委
託
料
２

８
３
４
万
７
０

０
０
円
を
計
上

し
て
お
り
、
９

月
の
契
約
締
結

を
目
指
す
。

設
を
想
定
し
て
い
る
。
事
業
手

法
は
設
計
・
施
工
一
括
発
注
の

Ｄ
Ｂ
方
式
で
計
画
。

　
整
備
計
画
地
は
菅
谷
１
０
２

９
（
敷
地
面
積
９
４
１
８
・
９

３
㎡
、
測
量
調
査
・
登
記
に
よ

り
変
更
有
）。
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
で
検
討
し
て
お

り
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
建
物
は
解

体
の
方
針
。
27
年
度
内
に
も
解

体
工
事
に
着
手
し
た
い
考
え
。

　
機
能
は
多
目
的
ホ
ー
ル
、
ホ

ワ
イ
エ
、
健
診
ホ
ー
ル
、
健
康

指
導
室
、
診
察
室
、
相
談
室
、

ス
タ
ジ
オ
、
調
理
ス
タ
ジ
オ
、

音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
和
室
、
会
議

室
、
研
修
室
、
遊
戯
室
、
学
習

室
、
備
蓄
倉
庫
、
事
務
室
、
ト

イ
レ
、
授
乳
室
、
飲
食
ス
ペ
ー

ス
、
供
用
空
間
（
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
や
廊
下
）
等
を
想
定
。

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ　
Ｒ

ｅ
ａ
ｄ
ｙ
相
当
（
50
％
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
削
減
）
以
上
の
目
標
。

　
既
存
公
民
館
の
指
定
避
難
所

と
し
て
の
機
能
を
引
き
継
ぐ
た

め
、
避
難
場
所
と
し
て
多
目
的

ホ
ー
ル
の
開
放
、
調
理
ス
タ
ジ

オ
で
の
炊
き
出
し
、
防
災
備
蓄

倉
庫
の
整
備
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

３
階
建
て
部
分
の
屋
根
改
修
工

事
を
実
施
す
る
。
改
修
部
の
屋

根
面
積
は
約
45
㎡
を
見
込
む
。

　
１
９
２
０
年
に
建
て
ら
れ
た

石
蔵
を
改
修
し
、
後
に
Ｒ
Ｃ
造

一
部
木
造
２
階
建
て
を
増
築
し

た
（
延
べ
面
積
約
１
５
３
・
４

１
９
㎡
）。
91
年
に
は
、
日
本

初
の
篆
刻
専
門
の
美
術
館
と
し

て
開
館
。
98
年
に
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。

は
12
戸
で
、
建
築
面
積
は
３
５

３
・
６
１
㎡
、
延
べ
面
積
は
約

９
６
６
・
８
㎡
。
敷
地
面
積
は

約
７
１
３
７
㎡
。

　
玉
戸
南
市
営
住
宅
は
下
館
工

業
高
等
学
校
の
南
側
に
位
置
す

る
。
４
号
棟
は
敷
地
北
東
側
に

あ
る
。

工
、
堤
防
築
造
工
、
護
岸
工
等

を
行
う
。
昨
年
度
末
発
注
分
は

オ
オ
シ
ン
㈱
が
落
札
し
た
。

　
な
お
、
本
年
度
の
公
園
整
備

工
事
は
敷
地
造
成
工
、
施
設
整

備
工
、
園
路
広
場
整
備
工
、
管

理
施
設
整
備
工
、
仮
設
工
な
ど

を
進
め
る
。
工
期
は
来
年
１
月

28
日
ま
で
。

　
坂
東
Ｐ
Ａ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
の
整
備
地
は
弓
田
地
内
。

売
店
や
飲
食
店
等
を
想
定
す
る

複
合
施
設
は
、
民
間
事
業
者
の

公
募
を
行
う
予
定
で
、
募
集
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

　
子
育
て
世
帯
の
転
入
促
進
、

転
出
抑
制
、
定
住
促
進
な
ど
の

た
め
、
民
有
地
の
取
得
を
含
め

土
地
利
用
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
く
。
第
２
期
住
宅
整
備
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
定
住
人
口
の
増

加
や
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

第
２
期
に
は
、
戸
建
タ
イ
プ
も

視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

　
今
年
は
第
１
期
子
育
て
支
援

住
宅
「
ひ
だ
ま
り
レ
ジ
デ
ン
ス

Ⅰ
・
Ⅱ
」
が
完
成
。

　
ひ
だ
ま
り
レ
ジ
デ
ン
ス
Ⅰ

（
原
宿
台
地
内
）
の
建
物
規
模

は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
、
間
取
り

は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
70
・
２
５
㎡
）。

住
戸
数
は
24
戸
。
ひ
だ
ま
り
レ

ジ
デ
ン
ス
Ⅱ
（
川
妻
地
内
）
は

Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
、
間
取
り
は

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
70
・
２
５
㎡
）、

住
戸
数
は
６
戸
。

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
仮
設
進
入
路
工
事
な

ど
も
行
う
予
定
。

　
昨
年
度
は
テ
ン
ト
サ
イ
ト
側

の
ト
イ
レ
や
東
屋
、
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
な
ど
の
解
体
工
事
を
㈲

　
筑
西
市
は
、
玉
戸
南
市
営
住

宅
（
玉
戸
１
３
５
７
）
４
号

棟
の
外
壁
塗
装
工
事
を
実
施
す

る
。
ま
ず
は
知
設
計
が
設
計
を

進
め
、
７
月
31
日
ま
で
を
目
途

に
ま
と
め
て
い
く
。
そ
の
後
、

本
年
度
内
に
も
工
事
に
着
手
し

た
い
考
え
。
１
号
棟
は
㈱
須
知

工
業
、
２
号
棟
、
３
号
棟
の
工

事
は
㈱
は
が
た
が
担
当
し
た
。

　
４
号
棟
は
築
年
数
30
年
ほ

ど
。
外
壁
塗
膜
や
シ
ー
リ
ン
グ

等
に
経
年
劣
化
の
症
状
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
塗
膜
の
塗
替
え

や
シ
ー
リ
ン
グ
の
打
替
え
を
行

う
こ
と
で
、
雨
水
の
侵
入
等
に

よ
る
躯
体
の
損
傷
を
防
ぎ
、
長

寿
命
化
を
図
る
。

　
建
物
規
模
は
Ｐ
Ｃ
造
（
中
層

億
２
０
０
０
万
円
、
既
存
施
設

解
体
費
３
億
５
０
０
０
万
円
、

備
品
費
１
億
円
。
現
時
点
の
想

定
費
用
で
あ
り
、
変
更
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
内
で

は
、
31
年
度
中
に
施
設
を
供
用

開
始
し
、
中
央
公
民
館
を
解
体

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
32
年

度
に
保
健
セ
ン
タ
ー
解
体
、
外

構
工
事
（
第
２
期
）
を
行
い
、

33
年
度
に
外
構
工
事
（
第
３

期
）
を
実
施
す
る
計
画
。

　
八
千
代
町
は
（
仮
称
）
保
健
子
育
て
複
合
文
化
施
設
整

備
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
（
案
）
を
公
表
。
施
設
の
想

定
規
模
は
約
３
２
０
０
㎡
。
概
算
事
業
費
は
計
49
億
７
０

０
０
万
円
。
現
時
点
で
は
本
年
度
に
基
本
設
計
、
２
０
２

７
年
度
に
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
託
、

28
年
度
に
設
計
・
施
工
着
手
、
31
年
度
供
用
を
目
指
す
。

▲現在の中央公民館。老朽化が進んでいる

▲市民の広場改修計画（仮称）イメージ図

施
設
全
体
は
約
3200
㎡
規
模

複
合
施
設
等
の
整
備
へ

八千代町

年
度
内
に
分
庁
舎
解
体
へ

水
海
道
ま
ち
づ
く
り

常総市

筑
波
高
原

キ
ャ
ン
プ
場 

９
月
ご
ろ
公
告
目
指
す

ト
イ
レ
設
置
な
ど
実
施

桜川市

知
設
計
で
７
月
末
ま
で

住
宅
の
外
壁
塗
装
設
計

筑西市

導
入
可
能
性
を
調
査

第
２
期
子
育
て
支
援
住
宅

五霞町

調
整
池
を
整
備
へ

３
四
半
期
に
公
告

《
坂
東
市
》

andHANDが設計
屋根改修は年度内

古河市／篆刻美術館
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E-mail：tosui001@fancy.ocn.ne.jp

代表取締役

代表取締役　田　口　恵一郎
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天海建設株式会社
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代表取締役　鶴　田　哲　男
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代表取締役  仲　川　　　孝
専務取締役  仲　川　将　大

〒308－0101　茨城県筑西市井上1356
TEL 0296－37－3753
FAX 0296－37－6886

株式会社　仲川建設
特定建設業

〒310－0841　茨城県水戸市酒門町 3218－1
TEL 029－248－0081
FAX 029－246－2388

代表取締役 庄　司　憲　生

造園設計施工管理

常磐造園株式会社
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鹿
行
地
域

鹿
行
地
域

主
要
事
業

　
現
在
の
市
庁
舎
は
１
９
７
４

年
の
建
築
で
、
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造

３
階
建
て
延
床
３
９
８
４
・
２

９
㎡
。
老
朽
化
や
手
狭
で
あ
る

こ
と
、
利
便
性
な
ど
が
課
題
で

あ
る
た
め
新
た
な
庁
舎
の
建
設

を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
建
設
候
補
地
は
現
庁
舎
市
有

地
（
約
２
万
２
２
０
０
㎡
）
と

飯
名
地
区
市
有
地
（
約
２
万
７

２
０
０
㎡
）
を
候
補
地
と
し

た
。
飯
名
地
区
に
つ
い
て
は
最

大
４
１
０
０
㎡
程
度
の
不
足
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

施
設
の
複
合
化
や
緑
地
面
積
な

ど
で
対
応
で
き
る
可
能
性
が
あ

と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

市
民
利
用
を
中
心
と
し
た
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
主
た
る
目

的
と
し
ア
リ
ー
ナ
を
整
備
す

る
。

　
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
ス

ポ
ー
ツ
施
設
エ
リ
ア
、
親
水
エ

リ
ア
、
地
域
振
興
エ
リ
ア
、
子

ど
も
広
場
エ
リ
ア
、
多
目
的
広

場
エ
リ
ア
、
駐
車
場
の
６
つ
の

エ
リ
ア
を
設
定
。
３
案
を
作
成

し
て
比
較
検
討
し
て
い
る
。
次

年
度
以
降
に
精
査
し
、
採
用
す

る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
決
定
す
る
。

　
ま
た
、（
仮
称
）
総
合
運
動

公
園
の
隣
に
位
置
す
る
ス
ポ
ー

ツ
・
賑
わ
い
ゾ
ー
ン
へ
は
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
誘
致
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
る
。
６
月
29
日
に
実
現
可

能
性
調
査
業
務
委
託
に
係
る
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公
告
。

８
月
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

審
査
を
実
施
す
る
。

見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の

基
本
計
画
（
案
）
を
策
定
し
、

民
間
活
力
の
導
入
可
能
性
や
経

済
波
及
効
果
の
検
証
を
通
じ

て
、
事
業
の
実
現
性
と
担
保
性

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
履
行
期
間
は
２
０
２
７
年

10
月
29
日
ま
で
。

定
を
行
い
、
順
調
な
ら
２
０
２

７
年
度
に
実
施
設
計
を
策
定
。

そ
の
後
28
年
度
の
着
工
、
29
年

　
行
方
市
は
北
浦
庁
舎
と
玉
造

庁
舎
の
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い

る
。
業
務
の
履
行
期
間
は
８
月

26
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
診

断
結
果
が
事
業
者
か
ら
報
告
さ

れ
た
後
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
９
月
以
降
に
今
後
の
方
向
性

を
公
表
す
る
予
定
だ
。

　
市
内
に
あ
る
麻
生
・
北
浦
・

４
段
階
で
図
書
館
、
公
民
館
を

新
施
設
へ
移
転
し
、
現
庁
舎
市

有
地
に
一
部
残
る
既
存
施
設
を

解
体
。
第
５
段
階
で
現
庁
舎
市

有
地
の
外
構
を
整
備
（
第
４
段

階
の
施
設
解
体
後
の
部
分
）。

　
財
源
に
合
併
特
例
債
を
最
大

　
潮
来
市
は
（
仮
称
）
総
合
運

動
公
園
の
整
備
に
向
け
て
導
入

機
能
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
検
討
な

ど
を
進
め
て
い
る
。
整
備
場
所

は
潮
来
Ｉ
Ｃ
付
近
で
都
市
公
園

ゾ
ー
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
約
17 

ha
。
導
入
機
能
と
し

て
最
も
優
先
度
が
高
い
も
の
を

体
育
館
・
ア
リ
ー
ナ
と
し
、
市

民
利
用
を
中
心
と
し
た
施
設
と

す
る
こ
と
を
想
定
す
る
。
２
０

２
７
年
度
に
基
本
計
画
を
策
定

し
、
28
年
度
に
民
間
活
力
の
可

能
性
調
査
を
実
施
。
公
募
準
備

を
経
て
30
年
度
の
事
業
者
選
定

を
目
指
す
。
整
備
手
法
は
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
も
含
め
検
討

す
る
。

　
市
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
潮
来

Ｉ
Ｃ
北
側
約
60 

ha
の
開
発
に

向
け
た
検
討
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
23
年
度
に
は
地
域
連
携
拠

点
整
備
基
本
構
想
を
策
定
。
対

ス
タ
ジ
ア
ム
基
本
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。
市
は
新
ス

タ
ジ
ア
ム
整
備
関
連
事
業
の
動

き
と
連
動
し
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム

を
核
と
し
た
周
辺
開
発
を
具
体

的
か
つ
実
行
力
の
あ
る
整
備
計

画
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
。

　
同
業
務
は
、
カ
シ
マ
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
地
区
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
を
策
定

セ
ン
タ
ー
と
も
え
荘
（
鉾
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
）、
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
鉾
田
（
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
）、
市
福
祉
事
務
所
、

鉾
田
保
健
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
配

備
。

　
現
庁
舎
市
有
地
に
は
新
た
な

文
化
拠
点
と
し
て
社
会
教
育

系
施
設
を
配
備
。
図
書
館
、
鉾

田
中
央
公
民
館
、（
仮
）
市
民

ホ
ー
ル
の
機
能
を
設
け
る
。

　
施
設
規
模
に
つ
い
て
は
新
庁

舎
が
３
～
４
階
建
て
延
べ
床
８

０
０
０
～
１
万
㎡
、
図
書
館
が

２
階
建
て
１
６
０
０
～
１
８
４

０
㎡
、
公
民
館
が
２
階
建
て
１

６
０
０
～
１
８
４
０
㎡
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
平
屋
１
３
０
～

２
１
５
㎡
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
平
屋
２
０
０
～
２
８

　
鹿
嶋
市
は
、
カ
シ
マ
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
地
区
整

備
に
向
け
た
基
本
計
画
を
本
年

度
に
策
定
す
る
。
７
月
16
日
に

策
定
支
援
業
務
の
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
公
告
し
た
。
８
月

26
日
に
結
果
を
公
表
す
る
。

　
県
で
は
県
立
カ
シ
マ
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
替
え
に

向
け
、「
新
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー

る
。

　
飯
名
地
区
市
有
地
は
新
た
な

行
政
・
福
祉
拠
点
と
す
る
。
市

役
所
、
市
役
所
付
属
庁
舎
、
仮

設
相
談
室
、
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
、
原
子
力
防
災
倉
庫
、
防

災
倉
庫
、
防
災
拠
点
設
備
・
施

設 

、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 
、

地
域
職
業
相
談
室
、
老
人
福
祉

夏
以
降
の
供
用
を
目
指
す
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
墓

地
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
多
様

な
価
値
観
が
出
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
承
継
者
の
不
在
や
維
持

管
理
の
困
難
な
ど
が
墓
地
環
境

を
取
り
巻
く
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
合
葬
墓
は
限
ら
れ
た
区
画

で
多
数
の
遺
骨
を
収
納
で
き
る

こ
と
か
ら
、
墓
地
需
要
対
策
に

効
果
的
で
あ
る
ほ
か
、
生
前
予

約
が
可
能
で
、
墓
地
の
維
持
管

理
や
次
世
代
へ
の
承
継
が
不
要

で
あ
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
だ
。

　
市
は
過
去
に
も
合
葬
墓
整
備

を
計
画
し
て
い
た
。
22
年
度
に

は
㈱
清
水
建
設
（
那
珂
市
）
が

工
事
を
落
札
し
た
。
し
か
し
契

約
議
案
が
議
会
で
否
決
さ
れ
、

建
設
が
中
止
と
な
っ
た
経
緯
が

あ
る
。
市
は
今
回
改
め
て
計
画

を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
基
本
設
計
は
、
㈱
綜
企
画
設

計
茨
城
支
店
が
策
定
し
た
前
計

画
の
内
容
を
ベ
ー
ス
に
取
り
ま

と
め
る
予
定
。
今
後
随
意
契
約

で
委
託
事
業
者
を
決
定
す
る
。

建
設
場
所
は
海
浜
公
園
墓
地
。

規
模
は
前
計
画
で
は
建
築
面
積

約
５
０
０
㎡
と
し
て
い
た
が
変

わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

玉
造
の
３
庁
舎
の
う
ち
北
浦
庁

舎
と
玉
造
庁
舎
は
旧
耐
震
基
準

で
建
設
さ
れ
て
お
り
耐
震
診
断

も
未
実
施
。
髙
須
敏
美
市
長
が

３
庁
舎
を
維
持
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
た
め
、
耐
震
診

断
を
行
い
２
庁
舎
の
現
状
を
把

握
す
る
。
北
浦
庁
舎
の
耐
震
診

断
は
㈲
エ
ス
・
ピ
ー
・
キ
ュ
ー

ブ
が
、
玉
造
庁
舎
の
耐
震
診
断

は
㈱
根
本
英
建
築
設
計
事
務
所

が
担
当
し
て
い
る
。

　
診
断
の
結
果
耐
震
性
を
満
た

さ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

プ
レ
ハ
ブ
の
建
屋
の
建
設
や
公

民
館
な
ど
の
施
設
の
利
活
用
な

ど
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
も

よ
う
。　

限
活
用
す
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
事
業
を
進
め
る
。

飯
名
地
区
市
有
地
に
建
設
す
る

建
物
は
30
～
31
年
度
竣
工
、
現

庁
舎
市
有
地
に
建
設
す
る
建
物

は
34
～
35
年
度
の
竣
工
を
目
指

す
。

象
地
に
「
ス
ポ
ー
ツ
・
賑
わ
い

ゾ
ー
ン
」「
都
市
公
園
ゾ
ー
ン
」

「
観
光
・
交
流
施
設
ゾ
ー
ン
」

を
設
定
し
、
検
討
を
進
め
て
き

た
。

　
今
回
検
討
を
進
め
て
い
る

（
仮
称
）
総
合
運
動
公
園
は
都

市
公
園
ゾ
ー
ン
へ
の
整
備
を
計

画
。
導
入
機
能
の
候
補
施
設
と

し
て
優
先
順
位
が
高
い
の
は
体

育
館
・
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
防
災

備
蓄
倉
庫
が
考
え
ら
れ
て
い

る
。
次
い
で
屋
内
遊
戯
施
設
、

飲
食
施
設
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）、

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
農

園
、
農
業
体
験
施
設
防
災
避
難

所
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
多

世
代
交
流
施
設
、
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
施
設
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て
は
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
利
用
や

興
行
利
用
の
可
能
性
が
低
い
こ

す
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
変

更
等
や
国
庫
補
助
金
の
獲
得
を

　
神
栖
市
は
本
年
度
か
ら
合
葬

墓
の
整
備
事
業
に
取
り
掛
か

る
。
本
年
度
は
基
本
設
計
の
策

０
㎡
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
平
屋

１
１
０
０
～
１
３
８
０
㎡
、
防

災
拠
点
施
設
・
設
備
が
平
屋
３

０
０
～
４
７
５
㎡
、（
仮
）
市

民
ホ
ー
ル
が
１
９
０
０
～
２
６

７
０
㎡
を
想
定
。

　
概
算
工
事
費
は
新
庁
舎
が
54

～
68
億
円
、
公
共
施
設
が
59
～

73
億
円
を
試
算
。
今
後
の
検
討

に
お
い
て
変
動
の
可
能
性
が
あ

る
。

　
具
体
的
な
工
事
手
順
は
第
１

段
階
で
飯
名
地
区
市
有
地
へ

新
庁
舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等
を

整
備
。
第
２
段
階
で
既
存
の
庁

舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能

を
新
施
設
へ
移
転
し
、
現
庁
舎

市
有
地
内
の
大
部
分
の
既
存
施

設
を
解
体
。
第
３
段
階
で
現
庁

舎
市
有
地
へ
図
書
館
、
公
民

館
、
市
民
ホ
ー
ル
を
整
備
。
第

▲

▲新庁舎の建設候補地である飯名地区未利用地

　
鉾
田
市
は
市
庁
舎
・
公
共
施
設
の
再
編
整
備
に
向
け
て
、
現
在
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。
飯
名
地
区
市
有
地
に
庁
舎
機
能
を
、
現
庁
舎
敷
地
に
は
社
会
教
育
系
施
設
を
配
備

す
る
計
画
。
９
月
ご
ろ
に
基
本
構
想
の
策
定
を
終
え
、
そ
の
後
補
正
予
算
で
事
業
費
が
確
保

で
き
れ
ば
年
度
内
に
基
本
計
画
に
も
着
手
す
る
考
え
だ
。

市
庁
舎
・
公
共
施
設
の
再
編
整
備

年
度
内
に
も
基
本
計
画
着
手

鉾田市

潮来ＩＣ付近に総合公園
導入機能などを検討

潮来市

前川運動公園 道の駅
いたこ

水郷潮来
バスターミナル

N

都市公園都市公園
ゾーンゾーン

スポーツ･賑わいスポーツ･賑わい
ゾーンゾーン

観光･交流施設観光･交流施設
ゾーンゾーン

スポーツ・賑わいゾーン

都市公園ゾーン

観光・交流施設ゾーン

2025年～2026年
開通予定 ・アントラーズ関連施設

・サッカーコート
・フットサルコート
・Ｐ＆Ｒ機能
・パブリックビューイング施設　等

・屋内運動場
・アーバンスポーツ施設
・テニスコート
・インクルーシブ遊具広場、多目的広場
・飲食店、売店
・防災施設　等

・複合商業施設
・宿泊施設
・子育て世代交流施設
・多世代交流施設
・農業関連施設
・医療施設　等

合
葬
墓
の
整
備
事
業

本
年
度
は
基
本
設
計

神栖市

２
庁
舎
で
耐
震
診
断
実
施

９
月
以
降
に
方
向
性

行方市

ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
地
区
整
備

基
本
計
画
の
プ
ロ
ポ
公
告

鹿嶋市
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代表取締役　松　﨑　里　志

松崎建設株式会社

本　　社　茨 城 県 潮 来 市 牛 堀 1 7 1 － 1
〒311－2436　TEL 0299（64）2918㈹　FAX 0299（64）2937
東京支店　東京都江東区南砂5‒22‒11 ハーベストハイツ3‒304
〒136－0076　TEL 03（6666）3518　FAX 03（6666）3519

代表取締役　小松﨑　裕　敏
本　　社　〒311‒2117　茨城県鉾田市大蔵 233 番地 5
　　　　　TEL 0291‒39‒6088　FAX 0291‒39‒6531
鹿嶋支店　〒314‒0031　茨城県鹿嶋市宮中 930 番地 12
　　　　　TEL 0299‒83‒8311　FAX 0299‒83‒7455

ミドリヤ株式会社　

総合建設業
土木・建築・造園設計施工管理・舗装・管・水道施設

地域の皆様が安心して生活できる環境づくり

代表取締役　石　井　　　登

〒311－4153　茨城県水戸市河和田町3891
TEL　029－309－7266
FAX　029－309－7267

特 定 建 設 業

本 社
〒302-0110 茨城県守谷市百合ケ丘1-2391-1
TEL 0297(48)0431㈹FAX 0297(48)6004

大　貫　茂　男
端　　　利　一

代表取締役

細 谷  貴 弘

三国屋建設株式会社

Ⓡ

みっくにー

100隻の作業船と海の職人集団

茨城県神栖市奥野谷8083-1
TEL:0299-96-5068
FAX:0299-96-5098

代表取締役　清　水　愼　一
〒311－3116　茨城県東茨城郡茨城町長岡1798

TEL　029－292－0325
FAX　029－292－1616

六美建設株式会社

代表取締役　永　井　剛　人

本　　社　〒310－0004　茨城県水戸市青柳町3657－421
　　　　　TEL（029）302－4770　FAX（029）302－4771
　　　　　E-mail　ryokuchi@lapis.plala.or.jp
常陸太田　〒313－0135　茨城県常陸太田市小島町1738
営 業 所　TEL（0294）76－2824　FAX（0294）76－2848

造園・土木・景観舗装・設計・施工・管理

〒300－0066
茨城県土浦市虫掛 3491
TEL 029－824－2772 ㈹
FAX 029－824－2774　

代表取締役　鈴　木　　　亮

総 合 建 設 業
北都建設工業株式会社

ISO9001:2015 認証取得
ISO14001:2015 認証取得

BCP認定企業
2025年度

豊かで安全な地域社会創りをめざして

本　社　石岡市府中3－11－24
　　　　電話 0299（22）3248（代）  FAX 0299（56）3115
　　　　http://www.yaruyo.com
　　　　E-mail matsunagakoumu10@yaruyo.com

特定建設業
株式会社  松永工務店
一級設計事務所マツナガ

代表取締役　 松　永　英　信

関東

代表取締役社長　上石健太郎
〒300-4513　茨城県筑西市中根870-2
TEL:0296-52-5277　FAX:0296-52-5258

地域と共に

代表取締役 根　本　和　明

日高見建設工業株式会社

〒300－0513　茨城県稲敷市桑山 403 番地
TEL 029－892－0707
FAX 029－892－6788QR0018

代表取締役　秋　葉　文　博

〒300－1158　茨城県稲敷郡阿見町住吉 2 丁目 3 番地 19
TEL 029－842－8134
FAX 029－841－4581

樋口土木株式会社
特定建設業

代表取締役　藤　枝　洋　二
専務取締役　藤　枝　賢　一

〒311－2116　茨城県鉾田市札 670 番地の 4
　　　　　 TEL 0291－39－3270
　　　　　 FAX 0291－39－6840

FUJIEDA KENSETSU
藤枝建設株式会社

本社：〒317－0073　茨城県日立市幸町2－18－5
電話：0294－22－2121　FAX：0294－23－3775
支店：水戸　営業所：東海・北茨城・いわきInstagram

代表取締役社長　須　田　要　介

日立土木株式会社

豊かで夢のある空間創りをめざして
総合建設業
ISO9001認証

〒317－0072　茨城県日立市弁天町2丁目2番3号
TEL 0294－22－1515（代表）　FAX 0294－22－0702
〒310－0851　茨城県水戸市千波町1853番地－1－201
TEL・FAX 029－303－5001

本　店　

水戸本社

代表取締役　佐　藤　雅　彦

地球環境の未来を考える

エコアクション21認証

 暑中お見舞い
　 　申し上げます

代表取締役　羽　生　義　隆

〒311－1705　茨城県行方市内宿 1033 番地 1
TEL 0291－35－3148 ㈹　FAX 0291－35－3628

E-mail hanyu－kk@beige.plala.or.jp

株式会社

代表取締役社長　中　楯　伸　一

〒302－0038　茨城県取手市下高井 1020
TEL：0297－78－1111
FAX： 0297－78－2681

令和８年 盛夏
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